
 

 

図１ 京都府教育委員会告示第二十号 

嵯峨野高校の位置が現在の「京都市右

京区常盤段ノ上町１５番地」ではなく

「右京区嵯峨野千代ノ道町２３番地」

とあるのが不可解である。 
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一
）
校
歌
作
詞
感
謝
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会
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昭
和
三
十
一
年
十
一
月
二
十
一
日
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（
二
）
本
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落
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念
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昭
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三
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お
わ
り
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は
じ
め
に 

 

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
の
校
歌
は
、
作
詞
・
新
村
出
（
一
八
七
六
～
一
九
六
七
）、

作
曲
・
團
伊
玖
磨
（
一
九
二
四
～
二
〇
〇
一
）
と
い
う
豪
華
版
で
あ
る
。
作
詞
者
・
作

曲
者
の
双
方
が
著
名
な
人
物
と
な
る
と
、
作
詞
・
吉
川
幸
次
郎
（
一
九
〇
四
～
八
〇
）
、

作
曲
・
芥
川
也
寸
志
（
一
九
二
五
～
八
九
）
に
な
る
府
立
洛
北
高
校
の
校
歌
で
あ
ろ
う
。

洛
北
と
嵯
峨
野
の
校
歌
、
こ
の
二
つ
が
京
都
の
府
立
高
校
で
は
双
璧
で
あ
る
と
思
う
。 

洛
北
高
校
と
嵯
峨
野
高
校
は
、
戦
後
の
学
制
改
革
の
な
か
で
似
た
よ
う
な
運
命
を

た
ど
る
。
洛
北
高
校
は
旧
制
京
都
第
一
中
学
校
を
前
身
と
す
る
が
、
昭
和
二
十
三
年

四
月
の
学
制
改
革
で
、
洛
北
高
校
と
改
称
さ
れ
、
校
舎
は
京
都
市
立
洛
北
中
学
校
に

転
用
さ
れ
た
。
生
徒
は
鴨
沂
高
校
（
旧
制
府
立
第
一
高
等
女
学
校
を
改
称
）
に
収
容
、

同
年
十
月
、
高
校
三
原
則
（
男
女
共
学
・
総
合
制
・
地
域
制
）
に
基
づ
く
第
二
次
高

校
再
編
成
に
よ
り
、
洛
北
高
校
は
一
旦
消
滅
す
る
。
一
方
、
嵯
峨
野
高
校
の
前
身
と

な
る
嵯
峨
野
高
等
女
学
校
は
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
に
廃
校
と
な
り
、
一
旦
そ
の
歴

史
の
幕
を
閉
じ
、
校
舎
は
京
都
市
立
嵯
峨
野
中
学
校
に
転
用
さ
れ
た
。
生
徒
は
洛
北

高
校
の
生
徒
と
同
じ
く
鴨
沂
高
校
に
併
合
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
昭
和
二
十
三
年
四
月

時
点
に
お
い
て
は
、
鴨
沂
高
校
の
敷
地
内
に
は
、
鴨
沂
高
校
・
旧
嵯
峨
野
高
女
の
女

子
生
徒
（
一
七
一
〇
名
）
、
洛
北
高
校
の
男
子
生
徒
（
一
四
七
三
名
）
の
計
三
一
八

〇
名
の
生
徒
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
た
⑴
。 

昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
、
転
用
さ
れ
て
い
た
洛
北
中
学
校
・
嵯
峨
野
中
学
校
が

廃
校
と
な
り
、
校
舎
は
府
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
京
都
府
教
育
委
員
会
告
示 

            

川
口 

靖
夫 

・ 

多
田 

英
俊 



 

 

第
二
十
号
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
洛
北
高
校
・
嵯
峨
野
高
校
と
し
て
復
元
さ
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
⑵
。 

嵯
峨
野
高
校
の
校
歌
の
作
詞
者
が
新
村
出
で
あ
り
、
作
曲
者
が
團
伊
玖
磨
で
あ
る

こ
と
は
、
嵯
峨
野
高
校
の
生
徒
・
教
職
員
に
と
っ
て
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
こ

の
両
名
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
作
詞
・
作
曲
を
す
る
に
至
っ
た
の
か
を
知
る
者
は
恐

ら
く
誰
も
い
な
い
。
筆
者
の
わ
れ
わ
れ
と
て
同
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ほ
ん
の
偶

然
と
い
っ
て
も
よ
い
発
見
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
校
歌
制
定
の
経
緯
を
調
べ
る
こ
と
に

興
味
を
持
っ
た
。
校
歌
制
定
か
ら
六
十
年
程
の
歳
月
が
流
れ
、
校
歌
制
定
の
経
緯
を

活
字
と
し
て
残
し
て
置
く
こ
と
も
意
味
あ
る
こ
と
と
考
え
、
本
稿
を
執
筆
す
る
こ
と

に
し
た
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を

あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。 

  

一 

発
端
―
三
枚
の
写
真
は
語
る
― 

 

平
成
二
十
四
年
三
月
、
書
架
の
大
幅
な
配
置
替
え
を
企
図
し
、
そ
れ
に
伴
い
資
料

室
等
を
整
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
多
田
が
和
服
姿
の
老
翁
が
写
っ
て
い
る
三
枚
の
写

真
を
発
見
し
た
。
ひ
と
時
代
昔
の
嵯
峨
野
高
校
の
校
庭
及
び
講
堂
（
体
育
館
）
で
写

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
が
つ
い
た
が
、
こ
の
人
物
が
誰
で
あ
る
の
か
即
座

に
分
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
胸
に
文
化
勲
章
を
掛
け
て
い
る
こ
と
が
こ
の
人
物

を
特
定
す
る
上
で
の
手
掛
か
り
と
な
っ
た
。
嵯
峨
野
高
校
の
関
係
者
で
文
化
勲
章
を

受
章
で
き
る
ほ
ど
の
人
物
と
言
え
ば
、
校
歌
作
詞
者
の
新
村
出
以
外
思
い
浮
か
ば
な

い
。
早
速
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
新
村
出
の
画
像
を
検
索
す
る
と
、
間
違
い
な
く
岩

波
『
広
辞
苑
』
の
編
者
・
新
村
出
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
次
い
で
、
こ
の
写
真
が
写
さ

れ
た
年
月
日
を
調
べ
る
こ
と
と
し
た
。『
嵯
峨
野
高
校
10
年
誌
』「
１
沿
革 

高
等
学

校
10
年
史
」
に
「
昭
和
31
年
11
月
21
日 

新
村
出
氏
講
演
（
午
後
）」
と
あ
り
、

嵯
峨
野
高
校
新
聞
部
が
発
行
し
た
『
嵯
峨
野
新
聞
』
第
三
十
一
号
（
昭
和
三
十
二
年 

 

  

一 

                    
三
月
八
日
発
行
）
に
「
三
十
一
年
度
回
顧
録
」
と
し
て
「
十
一
月 

校
歌
発
表
会
新

村
先
生
御
来
校
」
と
記
す
。
ま
た
、
『
新
村
出
全
集
索
引
』
所
収
の
「
年
譜
」
に
も

「
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
十
一
月
二
十
一
日 

嵯
峨
野
高
校
校
歌
作
詞
感
謝

の
会
に
臨
む
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
こ
の
時
の
写
真
で
あ
る
と
確
信 

 

図２「校歌作詞感謝の会」当日の

新村出 昭和 31年 11月 21日、

文化勲章受章を記念して「校歌作

詞感謝の会」が行われた。胸に文

化勲章を掛けている。 

図４ 校歌を合唱する生徒 

図３「校歌作詞感謝の会」当日の新村出 



 

 

図５ 『京都新聞・夕刊』（平成二十四年五月十一日付） 

                            

                            



 

 

し
た
。
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
は
、
こ
の
三
枚
の
写
真
だ
け
で
あ
っ
た
が
、

他
に
も
貴
重
な
資
料
が
埋
も
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
れ
を
契
機
に
、
校
長

室
、
事
務
室
、
保
管
庫
、
階
段
下
倉
庫
な
ど
校
舎
内
を
隈
な
く
探
し
た
と
こ
ろ
、
團

伊
玖
磨
直
筆
の
校
歌
楽
譜
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
の
本
校
卒
業
生
に
対
し
て
新
村
出

が
揮
毫
し
た
慶
祝
賀
歌
色
紙
、
新
村
出
の
額
装
写
真
等
が
見
つ
か
っ
た
。
な
か
で
も

校
長
・
斉
藤
和
彦
（
現
、
府
教
委
指
導
部
高
校
教
育
課
長
）
が
校
長
室
の
天
袋
よ
り

新
村
出
が
当
時
の
校
長
・
中
南
忠
雄
に
宛
て
た
書
簡
（
封
書
六
通
・
葉
書
七
葉
）
を

見
つ
け
出
し
た
こ
と
は
、
本
稿
を
執
筆
す
る
う
え
で
無
く
て
は
な
ら
な
い
発
見
と
な

っ
た
。
な
お
、
團
伊
玖
磨
楽
譜
・
新
村
出
色
紙
と
も
に
本
人
の
直
筆
で
あ
る
と
思
っ

た
も
の
の
、
確
認
の
た
め
楽
譜
に
関
し
て
は
、
團
伊
玖
磨
の
全
作
品
を
管
理
し
て
い

る
埼
玉
県
在
住
の
早
崎
日
出
太
に
鑑
定
を
依
頼
し
、
團
伊
玖
磨
直
筆
と
確
認
さ
れ
た
。

新
村
出
の
色
紙
に
関
し
て
は
、
新
村
出
記
念
財
団
に
持
参
し
て
鑑
定
し
て
も
ら
っ
た

結
果
、
新
村
出
直
筆
に
間
違
い
な
い
と
確
認
し
て
い
た
だ
い
た
。 

四
月
に
入
り
、
新
年
度
も
始
ま
る
な
か
、
さ
し
あ
た
っ
て
図
書
館
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
で
新
入
生
に
紹
介
し
よ
う
と
、
不
明
な
点
が
あ
る
も
の
の
「
校
歌
、
誕
生
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
図
書
館
内
に
関
係
資
料
を
展
示
し
た
。
そ
の
後
、
京
都
新
聞
社
の

取
材
を
受
け
、
『
京
都
新
聞
・
夕
刊
』
（
平
成
二
十
四
年
五
月
十
一
日
付
）
ト
ッ
プ
に

「
嵯
峨
野
高
の
校
歌
作
曲 

團
伊
玖
磨
さ
ん
直
筆
楽
譜
発
見 

作
詞
新
村
出
さ
ん
短

歌
色
紙
も
」
と
い
う
見
出
し
で
掲
載
さ
れ
た
。
職
場
の
同
僚
の
間
で
は
、
新
聞
発
表

さ
れ
た
こ
と
で
一
話
完
結
と
い
う
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

は
、
こ
こ
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積

し
て
い
た
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
新
村
出
に
作
詞
、
團
伊
玖
磨
に
作
曲
を
依
頼
す
る

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
、
校
歌
の
作
詞
及
び
作
曲
が
完
成
し
た
年
月
日
、
新
村
出
が
ど

の
よ
う
な
思
い
を
込
め
て
校
歌
を
作
詞
し
た
の
か
等
々
で
あ
る
。
新
村
出
の
書
簡
は

極
め
て
判
読
し
づ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
公
益
法
人
陽
明
文
庫 

理
事
・
文
庫
長
名

和
修
（
嵯
峨
野
高
校
卒
業
生
）
の
御
助
力
を
得
て
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、

そ
の
書
簡
の
内
容
を
ふ
ま
え
つ
つ
他
の
資
料
を
も
参
考
に
、
嵯
峨
野
高
校
の
校
歌
が 

制
定
さ
れ
る
に
至
る
経
緯
を
時
系
列
に
沿
っ
て
記
し
た
い
。
不
明
な
点
も
多
く
あ
る

が
、
不
明
な
点
は
不
明
と
記
し
、
後
学
の
徒
を
俟
つ
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
本
文

で
も
触
れ
る
が
、
新
村
出
に
と
っ
て
短
歌
を
詠
む
こ
と
は
、
日
常
的
な
営
み
で
あ
っ

た
。
多
田
に
よ
る
「
新
村
出
と
短
歌
―
内
藤
湖
南
・
柳
田
國
男
と
の
交
流
か
ら
―
」

と
題
す
る
論
考
が
本
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
の
方
も
併
せ
て
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。 

  

二 

校
歌
制
定
の
経
緯 

 

（
一
）
校
歌
制
定
・
最
初
の
試
み 

 

嵯
峨
野
高
校
は
、
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
、
室
町
の
西
陣
織
の
老
舗
「
矢
代
仁
」

の
第
七
代
目
当
主
・
矢
代
仁
兵
衛
（
一
八
九
三
～
一
九
七
六
）
の
寄
付
金
に
よ
り
創
設
さ

れ
た
嵯
峨
野
高
等
女
学
校
を
前
身
と
す
る
⑶
。
先
述
し
た
如
く
、
戦
後
の
学
制
改
革

の
中
で
、
嵯
峨
野
高
女
は
一
旦
廃
校
と
な
り
、
校
舎
は
嵯
峨
野
中
学
校
の
独
立
校
舎

と
し
て
転
用
さ
れ
、
昭
和
二
十
五
年
三
月
、
嵯
峨
野
中
学
校
が
廃
校
と
な
り
、
翌
四

月
、
校
舎
は
嵯
峨
野
高
校
と
し
て
復
元
さ
れ
た
⑷
。
復
元
な
っ
た
嵯
峨
野
高
校
に
対

し
て
嵯
峨
野
高
女
初
代
校
長
（
当
時
、
西
京
高
校
校
長
）・
片
岡
仁
志
（
一
九
〇
二
～
九

三
）
は
「
唯
感
慨
無
量
で
す
。
本
校
設
立
来
の
根
本
精
神
で
あ
る
『
和
と
敬
』
を
重
ん

じ
、
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
す
く

く
と
の
び
、
高
い
教
養
と
模
範
的
学
園
の
出
来

る
事
を
大
い
に
期
待
し
又
そ
の
実
現
を
信
じ
て
居
ま
す
」
（
『
嵯
峨
野
高
校
新
聞
』
号

外
第
一
版
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
十
日
発
行
）
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
。 

嵯
峨
野
高
校
の
初
代
校
長
に
は
、
市
立
堀
川
高
校
教
頭
の
中
南
忠
雄
（
一
九
〇
八
～

二
〇
〇
九
）
が
任
命
さ
れ
た
。
市
立
か
ら
府
立
へ
の
異
動
（
そ
れ
も
管
理
職
の
異
動
）

を
奇
異
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
昭
和
二
十
三
年
十
月
、
新
制
高
校
が
再
編

成
さ
れ
た
時
、
大
規
模
な
府
市
の
人
事
交
流
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
状
況
を
『
京
都 

 



 

 

新
聞
』（
昭
和
二
十
三
年
十
月
十
七
日
付
）
は
「
新
制
高
校
教
員
大
移
動 

総
数
七
百

八
人 
画
期
的
な
府
市
交
流
人
事
」
の
見
出
し
を
つ
け
て
大
き
く
報
道
し
て
い
る
。

こ
れ
ほ
ど
の
大
規
模
な
交
流
で
は
な
い
が
、
そ
の
後
も
府
市
の
人
事
交
流
が
あ
っ
た

よ
う
で
、
当
時
と
し
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。 

さ
て
、
校
長
と
し
て
赴
任
し
た
中
南
忠
雄
は
、
昭
和
二
十
五
年
一
月
に
校
歌
・
生

徒
歌
を
制
定
す
べ
く
公
募
を
行
っ
た
。 

① 

締
切 

二
月
十
五
日 

② 

生
徒
・
教
員
よ
り
募
集 

③ 

審
査
は
職
員
の
代
表
及
び
生
徒
五
人
で
行
う 

④ 

優
秀
作
各
一
篇
賞
金
五
〇
〇
円
、
佳
作
各
三
篇
賞
金
一
〇
〇
円 

と
い
う
の
が
、
そ
の
時
の
募
集
要
項
で
あ
る
。
し
か
し
、
校
歌
・
生
徒
歌
の
応
募
は

一
篇
し
か
な
く
、
審
査
の
結
果
、
選
外
と
な
り
校
歌
の
制
定
は
後
日
に
期
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
校
歌
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
見
ら
れ
な
い
が
、
嵯

峨
野
高
校
創
立
五
周
年
を
機
に
中
南
忠
雄
は
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
校
歌

の
制
定
を
決
意
し
た
。
中
南
忠
雄
に
と
っ
て
校
歌
と
は
「
生
徒
の
魂
た
る
べ
き
」（
書

簡
⑥
―
文
末
の
《
資
料
編
・
書
簡
一
覧
》
参
照
、
以
下
同
じ
）
も
の
で
あ
り
、
校
長

在
任
中
に
何
と
し
て
で
も
制
定
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
前
回
の
公
募
で
は
応

募
が
少
な
く
頓
挫
し
た
こ
と
の
反
省
に
立
ち
、
今
回
は
公
募
で
な
く
校
歌
の
作
詞
者

と
し
て
相
応
し
い
人
物
に
依
頼
す
る
こ
と
と
し
た
。
嵯
峨
野
高
校
の
創
設
者
・
矢
代

仁
兵
衛
と
交
遊
の
深
か
っ
た
新
村
出
で
あ
る
。 

 

（
二
）
新
村
出
と
矢
代
仁
兵
衛
と
の
接
点 

 

新
村
出
が
そ
の
書
簡
の
中
で
「
矢
代
氏
の
高
嘱
に
も
應
へ
た
く
」(

書
簡
③)

と
記

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
矢
代
仁
兵
衛
を
介
し
て
新
村
出
に
校
歌
の
作
詞
が
依
頼
さ
れ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
新
村
出
と
矢
代
仁
兵
衛
の
接
点
は
ど
こ
に
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
昭
和
二
十
六
年
八
月
、
府
立
図
書
館
を
舞
台
に
「
流
水
会
」
と
い 

 

う
同
好
会
が
誕
生
し
た
。
当
時
の
図
書
館
長
西
川
精
一
（
一
九
〇
六
～
八
一
）
・
岩
井
武

俊
（
一
八
八
六
～
一
九
六
三
）
・
新
村
出
（
一
八
七
六
～
一
九
六
七
）
・
内
藤
乾
吉
（
一
八
九

九
～
一
九
七
八
）
・
神
田
喜
一
郎
（
一
八
九
七
～
一
九
八
四
）
の
五
名
が
図
書
館
で
漫
談
会

を
始
め
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
会
で
、
流
水
会
と
い
う
名
称
は
新
村
出
の
命
名
で
あ

る
。
嘗
て
川
口
は
、
矢
代
仁
兵
衛
が
当
初
よ
り
流
水
会
に
出
席
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
流
水
会
で
新
村
出
と
矢
代
仁
兵
衛
の
交
遊
が
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

し
た
⑸
。
し
か
し
、
そ
の
前
年
、
昭
和
二
十
五
年
十
月
の
新
村
出
に
宛
て
た
矢
代
仁

兵
衛
の
書
簡
に
「
去
年
秋
娘
佳
婚
の
節
に
ハ
有
難
き
御
詞
を
頂
き
早
や
一
年
に
も
相

成
り
候
」(

書
簡
①)

と
い
う
文
言
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
少
な
く
と
も
昭
和
二
十

四
年
に
は
交
遊
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
新
村
出
と
矢
代

仁
兵
衛
の
接
点
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。 

次
い
で
、
新
村
出
に
校
歌
の
作
詞
を
依
頼
し
た
時
期
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
依

頼
年
月
日
を
明
確
に
記
す
資
料
は
存
在
し
な
い
が
、
嵯
峨
野
高
校
創
立
五
周
年
記
念

事
業
の
一
環
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
昭
和
二
十
九
年
度
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
正
式
に
は
、
中
南
忠
雄
か
ら
新
村
出
に
依
頼
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
中
南
忠
雄
の
意
を
受
け
た
矢
代
仁
兵
衛
が
新
村
出
に
事
前
に
流
水
会
の
席

上
等
に
お
い
て
、
打
診
を
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
時
期
、
新
村
出
が
流
水

会
に
出
席
し
た
月
日
を
「
年
譜
」
（
『
新
村
出
全
集
索
引
』
所
収
）
か
ら
拾
え
ば
、 

五
月
十
三
日 

流
水
会
に
ゆ
き
、
京
展
を
見
る
。 

六
月
十
九
日 

岡
崎
図
書
館
の
流
水
会
に
出
ず
。 

八
月 

四
日 

無
隣
庵
の
流
水
会
（
二
八
回
）
に
出
席
。 

と
な
る
が
、
果
た
し
て
こ
の
場
で
校
歌
の
話
が
出
た
の
か
ど
う
か
、
確
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。 

 

（
三
）
作
詞
の
完
成 

 

喜
寿
に
し
て
初
め
て
校
歌
の
作
詞
と
い
う
依
頼
を
受
け
た
新
村
出
の
意
気
込
み
は 

 



 

 

並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
昭
和
二
十
九
年
、
公
募
に
よ
っ
て
京
都
市
立
紫
野

高
校
の
校
歌
が
決
ま
っ
た
時
、
新
村
出
は
、
そ
の
入
選
歌
詞
に
強
い
関
心
を
も
っ
た
。

昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
二
日
、
校
歌
作
詞
者
・
東
辻
保
和
（
当
時
、
紫
野
高
校
教

諭
）
を
訪
ね
、
合
唱
部
の
生
徒
に
よ
り
校
歌
を
聴
か
せ
て
も
ら
い
、
数
日
後
、
そ
の

感
激
を
短
歌
に
残
し
て
い
る(

書
簡
②)

。
ま
た
、
校
歌
を
作
詞
す
る
に
当
た
り
、
嵯

峨
野
の
風
土
・
景
色
を
実
際
に
自
ら
の
目
で
確
認
し
よ
う
と
、
東
辻
保
和
を
伴
い
嵯

峨
野
高
校
界
隈
を
見
て
回
っ
て
い
る
⑹
。 

昭
和
二
十
九
年
十
月
十
五
日
、
創
立
五
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
新
村
出
に
も
招
待
状
が
出
さ
れ
た
が
、
新
村
出
は
九
日
付
け
封
書
で
、
「
本

月
初
め
よ
り
俄
か
の
冷
氣
の
た
め
風
邪
ニ
か
ゝ
り
咽
喉
を
痛
め
静
養
中
」(

書
簡
③)

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
欠
席
す
る
旨
、
連
絡
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
に
「
客

を
謝
絶
し
一
向
専
念
の
上
、
修
辭
に
意
を
盡
く
し
つ
ゝ
構
想
を
完
う
し
、
天
來
の
妙

趣
を
綴
り
申
し
て
、
各
位
の
御
期
待
に
反
か
ざ
ら
む
や
う
」(

書
簡
③) 

校
歌
の
作
詞

に
専
念
し
た
い
と
伝
え
て
い
る
。
「
先
月
以
來
再
度
嵯
峨
野
逍
遙
を
い
た
し
又
貴
校

の
ふ
ん
ゐ
氣
に
も
ひ
た
り
且
又
風
土
史
蹟
な
ど
を
大
観
い
た
し
」(

書
簡
③)

と
あ
る

こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
校
歌
は
机
上
で
の
み
作
詞
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

実
際
に
嵯
峨
野
高
校
に
ま
で
足
を
運
び
、
学
校
の
雰
囲
気
を
も
肌
で
感
じ
取
っ
た
上

で
の
作
詞
で
あ
る
。
校
歌
歌
詞
の
中
に
嵯
峨
野
の
情
景
が
詠
い
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の
生
徒
も
実
感
し
た
よ
う
で
、

伊
吹
文
明
（
嵯
峨
野
高
校
卒
業
生
・
現
、
衆
議
院
議
長
）
は
、
「
田
園
の
な
か
に
建

つ
学
舎
で
、
西
の
愛
宕
、
東
の
双
ヶ
岡
、
比
叡
が
遠
望
で
き
、
畑
の
な
か
を
歩
い
て

登
下
校
し
た
姿
そ
の
ま
ま
の
歌
詞
」
と
感
じ
た
と
云
う
⑺
。 

さ
て
、
「
本
月
末
ま
で
に
は
、
試
作
案
を
一
往
お
目
に
か
け
得
る
か
と
存
じ
て
を

り
ま
す
」(

書
簡
③)

と
い
う
約
束
ど
お
り
初
稿
が
完
成
し
た
よ
う
で
、
「
近
々
校
歌

の
試
作
初
稿
を
お
見
せ
申
し
た
く
、
又
同
時
に
作
曲
の
こ
と
に
つ
き
、
御
相
談
も
し

て
み
た
く
候
間
、
十
一
月
一
日
（
月
）
、
二
日
（
火
）
あ
た
り
の
午
後
に
前
ぶ
れ
の

お
電
話
ニ
て
御
照
會
の
上
、
御
來
談
下
さ
る
や
う
」(

書
簡
④)

、
十
月
二
十
九
日
付 

 

葉
書
で
中
南
忠
雄
に
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
中
南
忠
雄
の
方
に
都
合
が
つ
か
な
か

っ
た
よ
う
で
、
「
六
日
七
日
の
土
曜
日
曜
両
日
を
す
ぎ
来
週
、
月
、
火
等
の
午
後
早
ゝ

に
で
も
、
一
往
お
電
話
ニ
て
御
照
會
の
上
、
御
出
向
の
や
う
願
置
候
」(

書
簡
⑤)

と

日
を
改
め
て
い
る
。
連
絡
を
受
け
た
中
南
忠
雄
は
、
早
速
、
新
村
出
宅
に
出
向
き
校

歌
を
受
け
取
っ
た
。
何
時
か
。
新
村
出
は
「
来
週
、
月
（
八
日
）
、
火
（
九
日
）
午

後
に
で
も
御
出
向
」
と
伝
え
た
が
、
十
一
月
九
日
付
中
南
忠
雄
の
礼
状
に
は
「
先
日 

                      

図６ 『嵯峨野新聞』第二十一号（昭和二十九年十二月二十日発行） 



 

 

は
参
上
致
し
豫
て
御
願
ひ
に
及
び
ま
し
た
本
校
〻
歌
と
し
て
御
立
派
な
る
御
玉
詞
賜

は
り
且
つ
本
校
の
為
過
分
な
る
御
芳
志
の
数
〻
拝
承
い
た
し
誠
に
感
激
の
至
り
に
存

じ
た
る
次
第
で
御
座
い
ま
す
」(

書
簡
⑥)

と
記
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
八
日
に
は

受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
「
先
日
は
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
が
気
に
か

か
る
。
八
日
に
受
け
取
っ
て
、
九
日
付
の
手
紙
に
「
先
日
は
」
と
記
す
で
あ
ろ
う
か
、

八
日
で
あ
れ
ば
「
昨
日
は
」
と
記
す
の
が
普
通
と
思
う
の
だ
が
。
す
で
に
校
歌
の
初

稿
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
は
分
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
日
で
も
早
く
中
南
忠
雄
は

校
歌
の
初
稿
を
見
た
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
新
村
出
が
指
定
し
た
日
よ
り
も
早
く
出

向
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

完
成
し
た
校
歌
の
歌
詞
は
、
『
嵯
峨
野
新
聞
』
第
二
十
一
号
（
昭
和
二
十
九
年
十

二
月
二
十
日
発
行
）
紙
上
で
発
表
さ
れ
、
生
徒
に
披
露
さ
れ
た
。
「
こ
れ
ま
で
新
村

出
先
生
に
依
頼
中
だ
っ
た
我
々
大
望
の
校
歌
の
歌
詞
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。
な
お
作
曲
は
ま
だ
依
頼
中
で
あ
り
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
四
）
作
曲
者
の
選
定
・
依
頼 

  

作
曲
者
に
つ
い
て
も
新
村
出
の
支
援
を
仰
い
で
い
る
。
中
南
忠
雄
に
校
歌
の
歌
詞

を
手
渡
し
た
数
日
後
、
新
村
出
は
親
戚
筋
に
当
た
る
作
曲
家
・
諸
井
三
郎
（
一
九
〇
三

～
七
七
）
に
作
曲
に
つ
い
て
配
慮
し
て
ほ
し
い
旨
、
書
簡
を
送
っ
て
い
る
（
十
一
月
上

旬
の
頃
か
？
）
。
諸
井
三
郎
が
昭
和
二
十
五
年
十
月
に
佐
賀
県
立
唐
津
高
等
学
校
（
現
、

唐
津
東
高
等
学
校
）
の
校
歌
を
作
曲
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
新
村
出
は
諸
井
三
郎

自
身
に
作
曲
の
依
頼
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
十
一
月
下
旬

に
な
っ
て
も
諸
井
三
郎
か
ら
返
答
が
な
い
。
十
一
月
二
十
五
日
、
矢
代
仁
兵
衛
と
石

川
春
之
助
（
育
友
会
会
長
）
が
同
伴
で
新
村
出
宅
へ
校
歌
作
詞
に
対
す
る
御
礼
に
赴

い
た
時
、
新
村
出
は
こ
の
二
人
に
「
諸
井
三
郎
よ
り
何
等
通
信
ニ
接
せ
ず
心
も
と
な

き
」
と
や
や
不
安
な
胸
の
う
ち
を
伝
え
て
い
る(

書
簡
⑦)

。
二
十
七
日
に
諸
井
三
郎

の
妻
か
ら
返
信
が
遅
れ
て
い
る
理
由
が
記
さ
れ
た
葉
書
を
受
け
取
り
、
そ
の
中
に
「
遠 

 

か
ら
ず
返
事
を
よ
こ
す
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
新
村
出
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。
十

二
月
一
日
、
諸
井
三
郎
よ
り
委
嘱
候
補
の
作
曲
家
二
名
が
推
薦
さ
れ
て
き
た
。
柴
田

南
雄
（
一
九
一
六
～
一
九
九
六
）
と
團
伊
玖
磨
で
あ
る
。
共
に
諸
井
三
郎
の
弟
子
で
、
柴

田
南
雄
、
三
十
五
歳
、
團
伊
玖
磨
、
三
十
歳
、
と
い
う
新
進
気
鋭
の
作
曲
家
で
あ
る
。

新
村
出
は
、
前
者
（
柴
田
）
に
先
ず
委
嘱
し
、
拒
否
さ
れ
た
ら
後
者
（
團
）
に
委
嘱

し
て
は
ど
う
か
と
記
し
て
い
る
が
、
新
村
出
に
と
っ
て
、
柴
田
・
團
と
も
に
「
小
生

未
知
未
識
に
て
、
斯
界
の
新
人
」
で
あ
り
、
単
純
に
諸
井
三
郎
が
記
し
た
順
に
委
嘱

し
て
は
如
何
か
と
意
見
を
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
紫
野
高
校
の
校
長
に

ど
の
よ
う
な
手
順
で
作
曲
を
頼
み
、
ど
の
ぐ
ら
い
日
時
が
掛
か
る
か
を
聞
い
て
は
如

何
か
と
助
言
し
て
い
る(

書
簡
⑧)

。
十
二
月
四
日
に
は
、
諸
井
三
郎
よ
り
送
ら
れ
て

き
た
柴
田
・
團
の
詳
し
い
情
報
が
新
村
出
を
通
し
て
中
南
忠
雄
に
伝
え
ら
れ
、
新
村

出
は
「
い
づ
れ
を
選
ば
る
ゝ
か
も
何
ら
意
見
無
之
候
も
、
若
し

く
京
都
市
内
の
音

楽
家
等
に
就
き
て
御
相
談
の
上
、
御
評
議
あ
る
方
む
し
ろ
妥
當
か
と
存
候
」(

書
簡
⑨)

と
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
結
果
的
に
は
團
伊
玖
磨
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、
そ
の
間
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
作
曲
家
に
依
頼
す
る
前
に
、
歌
詞
に
フ
リ
ガ

ナ
を
附
し
、
念
の
為
、
検
閲
再
吟
味
が
し
た
い
の
で
、
近
日
中
に
校
長
、
副
校
長
、

国
語
科
主
任
教
師
の
う
ち
誰
か
一
名
の
来
訪
を
希
望
す
る
と
い
う
、
念
の
入
れ
よ
う

で
あ
る
。 

 

團
伊
玖
磨
に
作
曲
を
依
頼
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
中
南
忠
雄
は
諸
井
三
郎
に
ど
れ

ほ
ど
の
作
曲
料
を
支
払
え
ば
い
い
か
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
諸
井
三
郎
か
ら
「
依
頼

者
が
高
校
で
す
か
ら
、
予
算
等
率
直
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
御
依
頼
に
な
れ
ば
結
構
と
思

い
ま
す
。
団
君
へ
は
私
の
名
刺
を
同
封
し
て
お
き
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
御
使
用
下
さ

い
」(

書
簡
⑩)

と
い
う
返
信
が
届
く
。
消
印
（
東
京
中
野
）
は
十
三
日
で
あ
る
か
ら
、

十
五
日
、
十
六
日
ぐ
ら
い
に
中
南
忠
雄
は
こ
の
手
紙
を
受
け
取
り
、
直
ち
に
團
伊
玖

磨
に
諸
井
三
郎
の
名
刺
を
添
え
て
正
式
の
依
頼
状
を
発
送
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

そ
れ
で
は
團
伊
玖
磨
に
支
払
わ
れ
た
作
曲
料
は
ど
れ
ほ
ど
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

正
確
な
金
額
は
分
か
ら
な
い
が
、
大
体
の
金
額
は
推
測
で
き
る
。
開
校
五
周
年
記
念 

 



 

 

式
典
を
挙
行
す
る
に
あ
た
り
、
昭
和
二
十
九
年
七
月
に
記
念
事
業
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
委
員
諸
氏
の
献
身
的
な
協
力
に
よ
り
、
僅
か
二
ヵ
月
と
い
う
短
期
間
で
五
七
九

名
か
ら
総
額
二
十
一
万
四
千
八
百
五
十
円
の
募
金
が
集
ま
り
、
予
算
が
組
ま
れ
て
い

る
⑻
。
そ
の
中
に
「
校
歌
作
成
費
」（
作
曲
、
並
に
発
表
演
奏
会
を
含
む
）
と
し
て
「
五

万
円
」
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
発
表
演
奏
会
を
仮
に
「
一
万
円
」
と
す
れ
ば
作
曲
料

は
「
四
万
円
」
と
な
る
。
既
に
諸
井
三
郎
か
ら
「
依
頼
者
が
高
校
で
す
か
ら
、
予
算

等
率
直
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
御
依
頼
に
な
れ
ば
結
構
と
思
い
ま
す
」(

書
簡
⑩)

と
い
う

助
言
も
あ
り
、
作
成
費
総
額
の
「
五
万
円
」
を
超
え
る
こ
と
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
校
歌
作
成
費
に
作
詞
料
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
、
作
詞
は
最
初
か
ら
新
村
出

の
好
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
作
曲
料
は
、
現
在
の
金
額
に

換
算
す
る
と
ど
れ
く
ら
い
だ
ろ
う
か
。
森
永
卓
郎
監
修
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平

成 

物
価
の
文
化
事
典
』（
展
望
社
、
二
〇
〇
八
）
に
拠
れ
ば
、
昭
和
二
十
九
年
度
の

東
京
都
の
公
立
小
学
校
の
初
任
給
は
七
千
八
百
円
で
あ
り
、
作
曲
料
を
「
四
万
円
」

と
す
れ
ば
、
約
五
倍
。
平
成
二
十
二
年
度
の
初
任
給
は
二
十
四
万
一
千
円
で
あ
り
、

五
倍
し
て
、
約
百
二
十
万
円
と
な
る
が
、
あ
く
ま
で
試
算
に
過
ぎ
な
い
。 

 

中
南
忠
雄
の
依
頼
状
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
新
村
出
も
團
伊
玖
磨
に
懇
切
丁
寧
な
依
頼

状
を
送
付
し
て
い
る
。
い
わ
ば
側
面
支
援
と
い
っ
て
よ
い
。
実
物
は
残
っ
て
い
な
い

が
、
新
村
出
が
中
南
忠
雄
に
宛
て
た
書
簡
の
中
に
「
團
伊
玖
磨
ニ
作
曲
を
依
頼
す
る

書
状
」(

書
簡
⑪)

と
し
て
新
村
出
が
学
生
に
筆
写
さ
せ
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
そ

の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
新
村
出
は
團
伊
玖
磨
に
「
小
生
の
古
典
趣
味
」
及
び
「
京
都
の

地
方
性
」
の
上
よ
り
「
典
雅
に
の
み
作
詞
」
し
た
と
伝
え
、
「
同
校
の
爲
に
優
秀
な

詞
曲
と
な
り
て
永
く
師
徒
父
兄
等
を
感
喜
せ
し
め
、
嵯
峨
野
の
雅
致
と
相
俟
つ
て
、

京
都
内
外
遠
近
に
響
か
せ
た
い
」
と
そ
の
願
望
を
熱
く
語
る
。
そ
し
て
最
後
に
「
冀

く
は
、
こ
の
未
熟
な
る
小
生
の
処
女
作
た
る
校
歌
を
し
て
、
御
無
理
か
と
存
じ
つ
ゝ

も
、
貴
下
の
御
協
力
に
依
り
て
（
小
生
と
し
て
は
僭
越
の
至
り
な
が
ら
）
詞
と
曲
と

双
美
の
域
に
達
せ
し
め
る
や
う
格
段
の
御
厚
配
を
ね
が
ふ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」(

書
簡

⑪)

と
い
う
文
面
か
ら
、
新
村
出
自
身
、
会
心
の
作
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
と
、
理
解 

 

し
て
よ
か
ろ
う
。 

 

新
村
出
か
ら
も
團
伊
玖
磨
に
依
頼
状
が
送
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
中
南
忠

雄
は
「
諸
井
先
生
の
御
紹
介
と
申
し
特
に
先
生
の
御
懇
篤
な
る
御
言
葉
添
を
頂
き
し

こ
と
ゝ
て
必
ず
や
御
承
引
賜
は
る
こ
と
と
信
じ
」(

書
簡
⑫)

、
期
待
に
胸
を
躍
ら
せ

つ
つ
團
伊
玖
磨
か
ら
の
作
曲
承
諾
の
朗
報
を
待
つ
な
か
、
昭
和
二
十
九
年
も
暮
れ
よ

う
と
し
て
い
た
。 

 

（
五
）
校
歌
誕
生 

  

年
が
明
け
て
昭
和
三
十
年
一
月
の
中
旬
に
な
っ
て
も
、
團
伊
玖
磨
か
ら
承
諾
の
返

事
は
来
な
か
っ
た
。
新
村
出
は
、
諸
井
三
郎
宛
年
賀
葉
書
に
「
一
言
あ
ち
ら
（
團
氏
）

へ
よ
ろ
し
く
言
葉
添
へ
を
し
て
、
承
諾
し
て
く
れ
る
や
う
に
希
望
す
る
と
」
と
記
し

諸
井
三
郎
に
支
援
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
團
伊
玖
磨
か
ら
「
何

の
手
ご
た
へ
ハ
あ
り
ま
せ
ん
。
い
さ
ゝ
か
氣
が
ゝ
り
ニ
も
な
り
一
言
申
上
げ
て
お
き

ま
す
」(

書
簡
⑬)

と
、
中
南
忠
雄
宛
年
賀
葉
書
に
記
し
て
い
る
。 

昭
和
三
十
年
一
月
二
十
三
日
、
新
村
出
に
團
伊
玖
磨
か
ら
「
返
事
が
お
く
れ
た
の

は
、
新
曲
の
「
オ
ペ
ラ
」
構
成
中
な
り
し
た
め
」
で
あ
り
、
「
二
月
の
初
め
こ
ろ
に

は
新
作
曲
（
校
歌
の
）
を
送
る
筈
」
と
い
う
書
簡
が
届
く
。
「
こ
の
吉
報
ニ
接
し
、

老
人
甚
だ
う
れ
し
く
存
じ
ま
し
た
」(

書
簡
⑭)

と
い
う
文
言
に
新
村
出
の
安
堵
と
喜

び
が
溢
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
新
曲
の
「
オ
ペ
ラ
」
と
は
「
聴
耳
頭
巾
」
（
三
幕
・

木
下
順
二
作
）
の
こ
と
で
あ
る
。
恩
師
諸
井
三
郎
の
紹
介
状
が
あ
り
、
か
つ
、
新
村

出
か
ら
直
々
に
依
頼
状
を
受
け
取
っ
た
團
伊
玖
磨
に
し
て
み
れ
ば
、
校
歌
の
作
曲
を

断
る
理
由
は
何
も
な
か
っ
た
。
同
時
期
に
中
南
忠
雄
宛
に
も
團
伊
玖
磨
か
ら
「
校
歌

の
作
曲
大
へ
ん
お
く
れ
ま
し
た
が
今
月
末
か
二
月
早
々
に
お
送
り
申
し
上
げ
ま
す

つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
」(

書
簡
⑮)

と
記
し
た
年
賀
状
が
届
く
。 

新
村
出
と
中
南
忠
雄
は
、
校
歌
の
楽
譜
が
送
付
さ
れ
て
く
る
の
を
首
を
長
く
し
て

待
っ
た
。
し
か
し
、
二
月
が
過
ぎ
三
月
に
入
っ
て
も
楽
譜
は
送
ら
れ
て
こ
な
い
。
新 

 



 

 

村
出
は
、
三
月
六
日
の
卒
業
式
ま
で
に
校
歌
が
完
成
し
、
卒
業
式
に
お
い
て
校
歌
を

聴
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
た
。
三
月
三
日
付
中
南
忠
雄
宛
封
書
に

は
、
六
日
の
卒
業
式
の
欠
席
連
絡
に
加
え
て
、
「
團
氏
よ
り
の
作
曲
未
着
の
こ
と
」
、

「
も
ハ
や
六
日
の
御
用
ニ
ハ
立
ち
申
す
ま
じ
く
遺
憾
無
上
ニ
存
候
」
、
「
か
へ
す

ぐ
も
ざ
ん
ね
ん
千
万
ニ
存
候
」
と
そ
の
落
胆
ぶ
り
を
示
し
て
い
る(

書
簡
⑯)

。 

年
度
が
改
ま
り
、
昭
和
三
十
年
四
月
に
な
っ
て
も
楽
譜
は
送
ら
れ
て
こ
な
い
。
日

頃
穏
や
か
な
新
村
出
も
流
石
に
業
を
煮
や
し
た
の
か
、
「
積
日
の
鬱
憤
も
だ
し
が
た

く
、
如
何
ニ
い
た
さ
ば
、
よ
ろ
し
か
る
べ
き
か
と
苦
慮
」
し
て
い
る(

書
簡
⑰)

。
年

度
が
改
ま
れ
ば
、
「
決
し
て
敢
て
遂
行
を
い
そ
ぎ
し
儀
に
て
も
な
く
」
今
後
の
対
策

を
相
談
し
た
い
と
伝
え
て
い
る(

書
簡
⑰)

。 

四
月
が
終
わ
り
、
五
月
に
入
っ
て
一
週
間
ほ
ど
経
っ
た
頃
、
つ
い
に
團
伊
玖
磨
か

ら
楽
譜
が
送
ら
れ
て
き
た
。
校
歌
作
詞
完
成
か
ら
ほ
ぼ
半
年
後
、
こ
こ
に
嵯
峨
野
高

校
校
歌
は
、
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。 

卒
業
式
で
最
初
に
校
歌
が
斉
唱
さ
れ
た
年
月
日
を
確
認
し
て
お
く
。
第
四
回
（
昭

和
三
十
年
三
月
六
日
）
・
第
五
回
（
昭
和
三
十
一
年
三
月
八
日
）
卒
業
證
書
授
与
式

に
お
い
て
参
列
者
に
配
布
さ
れ
た
式
次
第
が
残
っ
て
い
る
。
共
に
校
歌
歌
詞
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
第
四
回
卒
業
式
で
は
作
曲
が
間
に
合
わ
ず
、
歌
お
う
に
も
歌
う
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
卒
業
式
で
初
め
て
校
歌
を
声
高
ら
か
に
歌
う
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
第
五
回
卒
業
生
に
な
る
。
因
み
に
卒
業
式
で
斉
唱
さ
れ
た
の
は
、
第
四
回
卒

業
式
で
は
「
仰
げ
ば
尊
し
」･

「
蛍
の
光
」
、
第
五
回
卒
業
式
は
「
校
歌
」･

「
蛍
の

光
」
で
あ
っ
た
。
平
成
二
十
四
年
八
月
十
二
日
に
京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル
で
挙
行

さ
れ
た
「
嵯
峨
野
高
校
同
窓
会
総
会
」
に
お
い
て
第
五
回
卒
業
生
の
人
々
が
「
わ
れ

わ
れ
が
卒
業
式
で
最
初
に
校
歌
を
歌
っ
た
学
年
で
あ
る
」
と
異
口
同
音
に
話
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。 

團
伊
玖
磨
が
校
歌
の
楽
譜
を
入
れ
て
投
函
し
た
封
筒
の
消
印
は
、
昭
和
三
十
年
五

月
七
日
で
あ
る
。
そ
の
数
週
間
後
の
五
月
二
十
五
日
、
岩
波
書
店
か
ら
『
広
辞
苑
』

初
版
が
出
版
さ
れ
た
。
嵯
峨
野
高
校
校
歌
と
『
広
辞
苑
』
と
は
同
じ
時
期
に
誕
生
し 

 

た
こ
と
に
な
る
。
嵯
峨
野
高
校
の
校
歌
作
成
を
通
し
て
團
伊
玖
磨
は
、
新
村
出
に
親

近
感
を
持
っ
た
に
違
い
な
い
。
團
伊
玖
磨
は
「
日
本
の
辞
典
は
良
い
で
す
よ
。
僕
は

新
村
さ
ん
の
広
辞
苑
を
愛
用
し
て
い
ま
す
が
、
面
白
く
て
面
白
く
て
、
毎
晩
必
ず
数

頁
を
読
み
乍
ら
眠
る
」
ほ
ど
、
『
広
辞
苑
』
の
大
フ
ァ
ン
と
な
っ
た
⑼
。 

 

新
村
出
が
校
歌
以
外
に
嵯
峨
野
高
校
生
に
残
し
た
も
の
に
、
昭
和
三
十
四
年
三
月

に
卒
業
し
た
生
徒
に
対
し
て
詠
ん
だ
慶
祝
賀
歌
が
あ
る
。
章
を
改
め
て
校
歌
と
賀
歌

に
つ
い
て
記
す
こ
と
と
す
る
。 

  

三 

嵯
峨
野
高
等
学
校
校
歌
お
よ
び
卒
業
慶
祝
賀
歌 

 

（
一
） 

校
歌
・
賀
歌
に
詠
み
こ
ま
れ
た
新
村
出
の
思
い 

  

嵯
峨
野
高
等
学
校
校
歌
お
よ
び
卒
業
慶
祝
賀
歌
を
解
説
す
る
に
あ
た
り
、
歌
詞
と

短
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
新
村
出
の
思
い
を
確
認
す
る
た
め
、
校
歌
の
作
詞
を
引
き
受

け
る
直
前
の
年
代
以
降
、
賀
歌
が
制
作
さ
れ
た
年
ま
で
に
詠
ま
れ
た
短
歌
を
、
『
新

村
出
全
集
』
第
十
五
巻
所
収
「
白
芙
蓉
」
（
昭
和
四
十
三
年
四
月
、
新
村
出
の
一
周

忌
に
あ
た
り
、
そ
の
和
歌
の
遺
稿
の
う
ち
、
昭
和
二
十
七
、
八
年
か
ら
同
四
十
年
に

至
る
作
品
を
選
抄
し
た
も
の
）
か
ら
読
み
、
校
歌
お
よ
び
賀
歌
に
よ
み
こ
ま
れ
た
内

容
と
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
る
作
を
列
挙
し
た
。 

 

昭
和
二
十
七
・
二
十
八
年 

入
学
に
は
や
卒
業
に
孫
ど
も
の
平
凡
ご
と
も
よ
ろ
こ
ぶ
老
い
か 

 
 
 
 
 
 

ア 

 

昭
和
二
十
九
年
・
三
十
年 

恥
づ
ら
く
は
わ
が
老
い
ら
く
に
古
め
け
る
観
念
の
歌
し
ば
し
ば
よ
む
も 

 
 
 

イ 

今
の
世
の
あ
た
ら
し
き
人
わ
か
き
人
月
に
は
な
ど
か
ひ
や
や
か
ら
し
き 

 
 
 

ウ 

 



 

 

昭
和
三
十
一
年 

さ
に
づ
ら
ふ
乙
女
ひ
と
づ
ま
わ
が
前
に
見
つ
つ
語
れ
ば
老
い
も
若
や
ぐ 

 
 
 

エ 

険
し
か
る
今
の
世
に
し
も
在
り
経
つ
つ
あ
り
が
た
し
と
ふ
言
の
葉
あ
ぢ
は
ふ 

 

オ 

在
り
が
た
く
在
り
や
す
か
ら
ぬ
世
の
中
に
庭
の
青
樹
の
冬
芽
萠
え
つ
つ 

 
 
 

カ 

 

昭
和
三
十
二
年 

自
然
愛
人
生
愛
に
わ
れ
は
生
く
他
愛
自
愛
に
い
ま
い
の
ち
あ
り 

 
 
 
 
 
 

キ 

 

昭
和
三
十
三
年 

受
賞
せ
る
新
進
の
士
に
大
前
の
拍
手
ひ
び
き
て
春
の
ど
か
な
り 

 
 
 
 
 
 

ク 

 

昭
和
三
十
四
年 

い
そ
の
か
み
古
き
心
に
身
を
置
き
て
進
み
す
ぎ
た
る
浮
世
忘
れ
む 

 
 
 
 
 

ケ 

百
と
せ
を
な
が
ら
へ
が
た
き
人
の
身
に
千
代
の
憂
へ
を
わ
れ
も
す
る
か
な 

 
 

コ 

  

こ
れ
ら
の
短
歌
に
よ
り
、
以
下
の
三
点
が
新
村
出
の
思
い
の
素
地
を
な
す
も
の
と

し
て
整
理
さ
れ
よ
う
。 

 

一
点
目
は
、
オ
「
険
し
か
る
今
の
世
」
、
カ
「
在
り
が
た
く
在
り
や
す
か
ら
ぬ
世

の
中
」
、
コ
「
千
代
の
憂
へ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
世
を
憂
き
世
と
し
て
と
ら
え

る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
イ
「
観
念
の
歌
し
ば
し
ば
よ
む
」
と
い
う
姿
勢
も
関

わ
っ
て
来
よ
う
が
、
こ
れ
は
、
「
少
壮
十
五
歳
こ
ろ
か
ら
、
郷
里
静
岡
に
お
い
て
養

父
母
か
ら
、
淘
道
を
教
へ
ら
れ
て
、
淘
歌
で
仕
込
ま
れ
て
、
性
格
淘
冶
の
自
修
に
も

導
か
れ
、
且
つ
心
学
の
道
歌
に
由
つ
て
自
己
を
認
識
し
つ
つ
修
行
す
る
こ
と
を
家
庭

で
経
験
し
た
の
で
」
（
「
『
情
延
荘
』
序
」
昭
和
四
〇
年
二
月
、
『
新
村
出
全
集
』

第
一
五
巻
三
三
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
新
村
出
に
と
っ
て
は
青
少
年
期
よ
り
慣
れ

親
し
ん
だ
形
式
と
言
え
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ウ
「
今
の
世
の
あ
た
ら
し
き
人
わ
か

き
人
～
ひ
や
や
か
」
、
ケ
「
進
み
す
ぎ
た
る
浮
世
忘
れ
む
」
と
あ
る
、
文
明
昂
進
し 

 

た
現
世
へ
の
忌
避
的
感
情
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
単
に
、
老
人
の

懐
古
に
伴
う
反
動
で
は
な
く
、
現
代
に
向
け
ら
れ
た
冷
静
な
批
判
的
視
点
と
し
て
押

さ
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
新
村
出
に
は
「
自
然
に
は
恒
に
克
服
せ
ら
れ
つ
ゝ

克
服
せ
る
と
誇
る
人
間
」
と
の
詠
歌
も
あ
る
。 

 

二
点
目
は
、
後
生
す
な
わ
ち
若
者
に
対
す
る
肯
定
的
希
望
的
心
情
で
あ
る
。
ク
「
受

賞
せ
る
新
進
の
士
～
春
の
ど
か
な
り
」
の
歌
が
そ
の
典
型
で
あ
る
が
、
ア
「
孫
ど
も

の
平
凡
ご
と
も
よ
ろ
こ
ぶ
」
よ
う
に
、
八
十
路
翁
新
村
出
の
眼
に
は
、
す
べ
て
孫
の

ご
と
く
映
っ
た
に
違
い
な
い
。
エ
「
乙
女
ひ
と
づ
ま
～
老
い
も
若
や
ぐ
」
も
ま
た
、

率
直
か
つ
微
笑
ま
し
い
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
。 

 

三
点
目
は
、
自
然
と
人
為
は
一
体
化
し
、
自
己
他
者
関
係
の
中
で
人
は
生
か
さ
れ

て
い
る
と
す
る
思
い
で
あ
る
。
カ
「
庭
の
青
樹
の
冬
芽
萠
え
つ
つ
」
と
詠
ま
れ
た
下

の
句
は
、
上
の
句
の
観
念
世
界
を
形
而
下
の
現
実
「
い
ま
・
こ
こ
」
に
し
っ
か
り
と

結
び
つ
け
て
い
る
し
、
キ
「
自
然
愛
人
生
愛
～
他
愛
自
愛
」
と
は
、
そ
れ
が
と
り
も

な
お
さ
ず
新
村
の
人
生
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
歌
な
の
で
あ
る
。 

 

（
二
）
嵯
峨
野
高
等
学
校
校
歌
（
解
説
） 

 

歌
人
で
生
物
学
者
で
も
あ
る
永
田
和
宏
（
嵯
峨
野
高
校
卒
業
生
）
が
「
甲
子
園
で

よ
く
聞
く
校
歌
と
は
一
味
違
う
⑽
」
と
評
し
た
嵯
峨
野
高
校
の
校
歌
を
次
に
紹
介
し
、

そ
の
解
説
を
試
み
る
。 

 

《
嵯
峨
野
高
校
校
歌
》 

一 
明あ

け
ゆ
け
ば 

近ち
か

き
山
脈

や
ま
な
み 

紫
む
ら
さ
き

に 

あ
や
に
か
が
よ
ひ 

山
峡

や
ま
か
ひ

に 
雲く

も

涌わ

き
起お

こ
る 

畑
中

は
た
な
か

に 
立た

ち
て
想お

も

へ
ば 



 

 

諸
人

も
ろ
び
と

の 

世
々

よ

よ

培
つ
ち
か

へ
る 

営
い
と
な

み
の 

息
吹

い
ぶ
き

き
ぞ
深ふ

か

し 
我
等

わ
れ
ら

讃た
た

ふ 

あ
ゝ 

わ
が
嵯
峨
野

さ

が

の 

我
等

わ
れ
ら

讃た
た

ふ 
あ
ゝ 

わ
が
母
校

ぼ
こ
う 

 

二 

う
れ
た
み
の 

心
こ
こ
ろ

宿や
ど

し
し 

い
に
し
へ
の 

跡あ
と

を
訪た

づ

ね
て 

野の

の
道み

ち

を 

今
日

け

ふ

も
辿た

ど

り
ぬ 

熱あ
つ

き
血ち

は 

内う
ち

に
た
ぎ
り
て 

た
ま
き
は
る 

永
遠

と

は

の
生
命

い
の
ち

に 

あ
く
が
る
る 

若
人

わ
か
う
ど

我
等

わ
れ
ら 

我
等

わ
れ
ら

讃た
た

ふ 

あ
ゝ 

わ
が
嵯
峨
野

さ

が

の 

我
等

わ
れ
ら

讃た
た

ふ 

あ
ゝ 

わ
が
母
校

ぼ
こ
う 

 

三 

篁
た
か
む
ら

を 

残も

る
月
影

つ
き
か
げ

に 

洛ら
く

城
じ
ょ
う

の 

俤
お
も
か
げ 

淡あ
は

く 

鏡
か
が
み

な
す 

池い
け

濁に
ご

る
と
も 

契
ち
ぎ
り

あ
ふ 

と
き
は
か
き
は
に 

易か
は

ら
ざ
る 

愛あ
い

と

誠
ま
こ
と

を 

新
あ
た
ら

ら
し
き 

歩あ
ゆ

み
の
為た

め

に 

我
等

わ
れ
ら

讃た
た

ふ 

あ
ゝ 

わ
が
嵯
峨
野

さ

が

の 

我
等

わ
れ
ら

讃た
た

ふ 

あ
ゝ 

わ
が
母
校

ぼ
こ
う 

 

四 

知ち

を
愛あ

い

し 

正
義

せ
い
ぎ

に
生い

く
る 

伝
統

で
ん
と
う

の 

礎
い
し
ず
ゑ

固か
た

く 

学ま
な

び
舎や

に 

歓
よ
ろ
こ

び
溢あ

ふ

る 

か
り
そ
め
の 

流な
が

れ
に
由よ

ら
ず 

と
ほ
し
ろ
き 

泉
い
ず
み

と
ゆ
め
き 

誇ほ
こ

り
か
に 

今い
ま

ぞ
謳う

た

は
む 

我
等

わ
れ
ら

讃た
た

ふ 

あ
ゝ 

わ
が
嵯
峨
野

さ

が

の 

我
等

わ
れ
ら

讃た
た

ふ 

あ
ゝ 

わ
が
母
校

ぼ
こ
う 

 

〔
語
釈
〕 

一
番 

 

・
「
あ
や
に
か
が
よ
ひ
」
…
「
奇
に
耀
ひ
」
何
と
も
不
思
議
な
ま
で
に
き
ら
き
ら

と
ゆ
れ
て
光
り
。 

 

・
「
諸
人
の
」
…
「
の
」
は
主
格
を
示
す
。
多
く
の
人
が
。 

 

・
「
息
吹
き
」
…
活
動
の
気
配
。
生
気
。 

二
番 

 

・
「
う
れ
た
み
」
…｢

ウ
ラ
（
心
）
イ
タ
（
痛
）
ミ
の
約
」
嘆
か
わ
し
く
思
う
こ
と
。 

 

・
「
た
ま
き
は
る
」
…
「
魂
き
は
る
」
枕
詞
、
こ
こ
で
は
「
生
命
」
に
か
か
る
。 

 

・
「
あ
く
が
る
る
」
…
「
憧
る
」
本
来
い
る
べ
き
所
を
離
れ
て
遠
く
去
る
。
そ
の

対
象
で
あ
る
「
永
遠
の
生
命
」
と
は
、
自
己
の
不
老
不
死
で
は
な
く
、
過
去
か

ら
現
在
そ
し
て
未
来
へ
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
人
間
の
命
の
繋
が
り
を
意

味
す
る
。 

三
番 

 

・
「
篁
」
…
「
竹
叢
」
竹
の
林
。
た
け
や
ぶ
。 

 

・
「
洛
城
」
…
京
都
を
中
国
の
洛
陽
城
に
比
し
た
表
現
。 

 

・
「
と
き
は
か
き
は
に
」
…
「
常
磐
堅
磐
に
」
と
こ
し
え
に
。
永
久
不
変
に
。 

 



 

 

四
番 

 
・
「
と
ほ
し
ろ
き
」
…
雄
大
な
。
偉
大
な
。 

 

・
「
泉
」
…
「
出
水
」
地
中
か
ら
湧
き
出
る
水
。
ま
た
、
そ
の
場
所
。 

 

・
「
と
め
ゆ
き
」
…
「
尋
め
行
き
」
た
ず
ね
も
と
め
て
ゆ
き
。 

 

〔
補
注
〕 

 

形
式
…
五
七
調
。
歴
史
的
仮
名
遣
い
。
一
番
～
三
番
は
前
半
が
自
然
の
景
、
後
半

が
人
事
の
情
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
景
は
順
に
朝
・
昼
・
夜
の
時
間
に
お
け
る
も
の

で
あ
る
。
四
番
の
前
半
は
高
校
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

構
成
…
前
半
の
一
・
二
番
は
、
嵯
峨
野
辺
の
自
然
の
風
景
に
存
在
す
る
、
人
間
の

日
々
の
営
み
の
歴
史
の
中
へ
自
己
を
置
き
、
思
い
を
馳
せ
そ
し
て
新
た
に
す
る
と
い

う
形
を
と
る
。
「
生
き
か
わ
り
死
に
か
わ
り
し
て
打
つ
田
か
な
」
（
村
上
鬼
城
）
と

い
う
句
（
貧
農
に
対
す
る
嘆
き
の
表
出
と
の
み
と
ら
え
る
の
は
卑
小
）
も
思
い
起
こ

さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
知
識
人
と
し
て
民
を
慈
し
む
と
い
う
、
「
ス
フ
ィ
ン

ク
ス
は
大
き
か
り
け
り
古
き
民
こ
れ
を
造
り
て
心
な
ご
み
き
や
」
（
斎
藤
茂
吉
）
の

歌
と
通
底
す
る
も
の
も
、
そ
こ
に
は
あ
る
だ
ろ
う
。 

後
半
の
三
・
四
番
は
、
不
易
流
行
を
そ
の
基
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
不
易
流

行
」
と
は
、
芭
蕉
が
そ
の
俳
諧
に
お
い
て
、
不
易
は
詩
の
基
本
で
あ
る
永
遠
性
、
流

行
は
そ
の
時
々
の
新
風
の
体
、
共
に
風
雅
の
誠
か
ら
出
で
て
、
そ
の
根
元
は
一
で
あ

る
と
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
、
愛
と
誠
や
愛
知
（
哲
学
）
と
実
践

（
倫
理
）
と
い
う
不
易
、
「
僕
の
後
ろ
に
道
は
出
来
る
」
（
高
村
光
太
郎
）
の
ご
と

き
雄
大
か
つ
清
新
な
未
来
志
向
と
い
う
流
行
が
、
と
も
に
真
理
を
探
求
す
る
姿
と
し

て
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

（
三
）
卒
業
慶
祝
賀
歌
（
解
説
） 

 

昭
和
三
十
四
年
三
月
、
嵯
峨
野
高
校
第
八
回
卒
業
生
に
対
し
て
、
新
村
出
は
、
慶 

 

祝
賀
歌
二
首
を
色
紙
に
揮
毫
し
、
そ
の
門
出
を
祝
っ
て
い
る
。
何
故
、
昭
和
三
十
四

年
の
卒
業
式
か
。
昭
和
三
十
四
年
の
卒
業
式
が
中
南
忠
雄
に
と
っ
て
校
長
と
し
て
臨

む
最
後
の
卒
業
式
と
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
中
南
忠
雄
が
新
村
出
に
無
心
を

し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
昭
和
三
十
四
年
三
月
七
日
の
卒
業
式
に
新
村
出
が

出
席
し
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。 

                 
［
釈
文
］ 

第
一
首 

 

憂
き
い
ま
の
さ
か
を
超
え
た
る 

嵯
峨
野
辺
の
学
び
の
苑
を 

出
で
ゝ
ゆ
く
子
ら 

 

図７ 新村出筆 慶祝賀歌色紙（昭和三十四年三月吉日） 



 

 

第
二
首 

 
さ
が
の
べ
に
お
ひ
た
ち
伸
び
し
群
竹
の 

 

直
ぐ
な
る
心
と
は
に
忘
る
な 

 

〔
通
釈
〕 

第
一
首 

 

つ
ら
い
今
と
い
う
坂
を
の
り
越
え
た 

 

嵯
峨
野
の
原
の
学
園
を 

 

卒
業
し
て
ゆ
く
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
よ 

第
二
首 

 

嵯
峨
野
の
原
に
生
長
し
伸
長
し
た
群
生
竹
の
よ
う
に 

 

真
っ
直
ぐ
な
心
を
永
久
に
忘
れ
る
な 

 

〔
補
注
〕 

第
一
首 

 

・
二
句
「
さ
か
を
超
え
た
る
」
は
、
嵯
峨
野
高
校
が
地
名
「
段
ノ
上
町
」
の
示
す

と
お
り
、
台
地
の
上
に
あ
る
嵯
峨
野
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。

ま
た
、
三
年
間
の
学
園
卒
業
と
い
う
修
業
も
念
頭
に
置
い
た
表
現
で
あ
る
。
三

行
書
き
に
し
て
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
連
体
形
が
単
純
に
「
嵯
峨
野
辺
」
の

修
飾
と
な
ら
な
い
よ
う
通
釈
し
た
。 

 

・
二
句
「
さ
か
を
超
え
た
る
」
と
三
句
「
嵯
峨
野
辺
の
」
は
頭
韻
を
踏
ん
で
い
る
。 

 

・
五
句
「
出
で
ゝ
ゆ
く
子
ら
」
は
体
言
止
め
で
あ
り
、
詠
嘆
の
意
を
含
む
。
「
卒

業
し
て
ゆ
く
子
ど
も
た
ち
」
で
通
釈
を
止
め
れ
ば
、
そ
れ
は
短
詩
型
文
学
で
は

な
く
単
な
る
事
実
提
示
と
な
る
。 

第
二
首 

 

・
三
句
「
群
竹
の
」
の
「
の
」
は
比
喩
の
用
法
で
あ
る
。 

  

四 

新
村
出
の
来
校 

  

（
一
）
校
歌
作
詞
感
謝
の
会
（
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
二
十
一
日
） 

  

昭
和
三
十
一
年
十
一
月
三
日
、
新
村
出
が
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
こ
と
の
祝
賀
も

兼
ね
、
二
十
一
日
午
後
一
時
、
新
村
出
を
招
い
て
「
校
歌
作
詞
感
謝
の
会
」
が
挙
行

さ
れ
た
。
翌
日
の
『
京
都
新
聞
』
に
、
こ
の
時
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
文
献

に
よ
り
そ
の
名
称
が
、「
校
歌
発
表
会
」（『
嵯
峨
野
新
聞
』
）、「
校
歌
作
詩
感
謝
の
会
」

（『
京
都
新
聞
』
）
、
「
校
歌
作
詞
感
謝
の
会
」
（『
新
村
出
全
集
索
引
』
）
と
違
い
が
あ

る
が
、
今
は
『
新
村
出
全
集
索
引
』
に
従
う
。 

生
徒
に
対
し
て
新
村
出
は
「
知
性
を
み
が
き
大
い
に
健
闘
し
て
く
だ
さ
い
」
と
さ

と
す
よ
う
に
講
演
、
生
徒
か
ら
贈
ら
れ
た
「
肩
掛
け
、
電
気
座
ぶ
と
ん
」
を
手
に
目

に
涙
し
た
と
い
う
。
翌
年
正
月
の
年
賀
状
に
「
校
歌
の
合
唱
ニ
ハ
わ
れ
な
が
ら
そ
の

音
調
に
感
激
し
感
泣
い
た
し
ま
し
た
」
と
こ
の
時
の
気
持
ち
を
伝
え
、
「
わ
が
作
と

お
も
ハ
れ
ぬ
ま
で
そ
の
調
の
よ
く
整
ひ
て
こ
ゝ
ろ
高
み
ぬ
」(

書
簡
⑱)

と
即
興
で
一

首
詠
ん
で
い
る
。 

校
歌
の
作
詞
及
び
作
詞
感
謝
の
会
を
通
し
て
、
新
村
出
と
嵯
峨
野
高
校
と
の
関
係

は
よ
り
一
層
の
親
密
さ
を
増
し
、
そ
の
後
、
記
念
式
典
、
卒
業
式
等
に
は
必
ず
新
村

出
を
来
賓
と
し
て
招
い
て
い
る
⑾
。
こ
れ
以
後
、
新
村
出
が
嵯
峨
野
高
校
に
来
校
し

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
次
の
二
回
で
あ
る
。 

 

 

（
二
）
本
館
落
成
記
念
式
典
（
昭
和
三
十
三
年
十
月
一
日
） 

  

戦
前
に
建
設
さ
れ
た
嵯
峨
野
高
女
は
、
戦
争
中
の
資
材
難
で
結
局
、
本
館
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
な
く
戦
後
を
迎
え
た
。
昭
和
三
十
年
一
月
二
十
二
日
、
増
築
費
が
承
認

さ
れ(

書
簡
⑭)
、
本
館
の
建
設
が
進
み
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
一
日
、
本
館
落
成
記

念
式
典
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
式
典
は
、
報
告
に
続
い
て
祝
辞
が
あ
り
、
知
事
・ 

 



 

 

             

蜷
川
虎
三
（
一
八
九
七
～
一
九
八
一
）
か
ら
矢
代
仁
兵
衛
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

「
若
松
」
の
記
念
植
樹
も
行
わ
れ
た
。
新
村
出
も
来
賓
と
し
て
出
席
、
矢
代
仁
兵
衛

の
案
内
を
う
け
な
が
ら
、
校
舎
・
施
設
を
見
て
回
っ
て
い
る
。 

開
校
記
念
日
を
何
時
に
す
る
か
は
、
各
学
校
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
嵯
峨
野
高
校

は
開
校
当
初
は
、
高
校
三
原
則
発
足
の
日
で
あ
る
「
十
月
十
五
日
」
を
開
校
記
念
日

と
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
四
年
以
後
、
本
館
落
成
記
念
式
典
挙
行
日
の
「
十
月
一

日
」
に
変
更
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
⑿
。 

  

（
三
）
矢
代
仁
兵
衛
氏
頌
徳
碑
除
幕
式
（
昭
和
三
十
六
年
八
月
二
十
七
日
） 

 

本
校
創
立
の
功
労
者
で
あ
る
矢
代
仁
兵
衛
氏
を
顕
彰
す
る
た
め
、
胸
像
を
設
立
し

よ
う
と
す
る
動
き
は
、
戦
前
の
嵯
峨
野
高
女
の
頃
か
ら
あ
っ
た
が
、
実
現
す
る
こ
と

な
く
戦
後
を
迎
え
た
。
嵯
峨
野
高
女
は
一
旦
廃
校
と
な
り
、
昭
和
二
十
五
年
、
復
元

さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
昭
和
三
十
三
年
、
開
校
以
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
校 

 

舎
増
築
（
本
館
の
建
設
）
も
完
了
し
、
顕
彰
碑
設
立
を
含
め
た
造
園
建
設
に
向
か
っ

て
同
窓
会
・
育
友
会
が
動
き
始
め
る
。
昭
和
三
十
四
年
四
月
、
庭
園
の
設
計
は
、
当

時
京
都
府
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
技
師
の
中
根
金
作
（
一
九
一
七
～
九
五
）
に
依

頼
さ
れ
た
。
矢
代
仁
兵
衛
は
胸
像
設
立
を
固
辞
し
、
代
わ
っ
て
碑
の
表
に
矢
代
仁
兵

衛
筆
の
「
道
」
の
一
字
が
刻
さ
れ
、
裏
面
に
は
頌
徳
文
の
青
銅
銘
板
が
は
め
込
ま
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
⒀
。
頌
徳
文
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
片
岡
仁
志
、
中
南
忠
雄
、

新
村
出
、
久
松
真
一
（
一
八
八
九
～
一
九
八
〇
）
が
協
力
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
六
年

八
月
十
七
日
、
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、
八
月
二
七
日
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
除
幕
式

に
参
列
し
た
人
々
に
記
念
品
と
し
て
徳
力
富
吉
郎
（
一
九
〇
二
～
二
〇
〇
〇
）
に
な
る

版
画
・
絵
葉
書
三
葉
が
配
布
さ
れ
た
。
式
後
、
図
書
館
に
て
矢
代
仁
兵
衛
に
感
謝
す

る
会
が
催
さ
れ
、
関
係
者
か
ら
祝
辞
や
回
顧
談
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
、
翌
年
昭

和
三
七
年
十
月
に
『
嵯
峨
野
の
道
』
と
題
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
新
村
出
は
「
老

人
の
道
話
」
と
い
う
題
で
祝
辞
を
記
し
て
い
る
。 

               

図８ 知事(左)から感謝状を受ける矢代氏(右) 

図９ 新村氏(右)を案内する矢代氏(左) 

図 10 「道」（矢代仁兵衛揮毫） 

図 11 「道」（絵葉書・徳力富吉郎刻） 



 

 

お
わ
り
に 

  

校
歌
が
制
定
さ
れ
た
当
初
は
、
制
定
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
話
が
伝
え
ら
れ
た
に
違

い
な
い
。
そ
れ
ら
は
や
が
て
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
い
、
校
歌
は
、
歌
詞
と
楽
譜
の
み

が
伝
え
ら
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
校
歌
制
定
に
関
わ
っ
た
先
人
た
ち
の

思
い
や
願
い
を
知
れ
ば
、
校
歌
に
対
す
る
見
方
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

新
村
出
の
写
真
の
発
見
に
端
を
発
し
、
團
伊
玖
磨
の
楽
譜
、
新
村
出
の
色
紙
、
新

村
出
等
の
書
簡
等
々
、
次
か
ら
次
と
資
料
が
見
つ
か
っ
た
。
今
回
、
校
歌
制
定
の
経

緯
を
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
偶
然
の
賜
物
と
言
っ
て
よ
い
。 

本
文
に
は
記
さ
な
か
っ
た
が
、
遺
憾
の
念
を
禁
じ
得
な
い
こ
と
が
ひ
と
つ
だ
け
あ

る
。
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
十
八
日
付
、
新
村
出
宛
中
南
忠
雄
書
簡
の
中
に
「
猶
先

日
歌
詞
御
染
筆
に
就
い
て
も
御
無
理
申
し
上
げ
候
處
是
亦
御
快
諾
賜
は
り
有
り
難
く

御
禮
申
し
上
候
就
い
て
は
用
紙
御
言
葉
に
甘
え
使
を
以
つ
て
御
届
け
申
し
上
げ
候
何

卒
宜
敷
御
承
了
上
候
」(

書
簡
⑫)

 

と
あ
る
の
だ
が
、
新
村
出
が
染
筆
し
た
校
歌
が
見

つ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
今
後
、
見
つ
か
る
こ
と
を
期
待
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

最
後
に
な
っ
た
が
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
財
団
法
人
新
村
出
記
念
財
団
・
重
山

文
庫
で
の
資
料
調
査
の
便
宜
を
得
た
。
同
財
団
の
前
理
事
長
の
堀
井
令
以
知
氏
は
、

こ
の
十
数
年
来
、
社
会
人
講
師
と
し
て
嵯
峨
野
高
校
に
お
招
き
し
御
講
演
い
た
だ
い

た
。
わ
れ
わ
れ
が
初
め
て
新
村
出
記
念
財
団
・
重
山
文
庫
を
訪
ね
た
の
は
、
平
成
二

十
四
年
三
月
一
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
、

堀
井
令
以
知
氏
で
あ
り
、
御
健
在
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
十
五
年
三
月
十
日
、
逝
去

さ
れ
た
。
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
堀
井
令
以
知
氏
の
み
な
ら
ず
、

現
理
事
長
の
玉
村
文
郎
氏
、
常
務
理
事
で
新
村
出
令
孫
の
新
村
祐
一
郎
氏
、
職
員
の

入
江
貞
子
氏
か
ら
も
多
岐
に
わ
た
る
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
公
益
財
団
法

人
陽
明
文
庫 

理
事
・
名
和
修
氏
に
は
、
新
村
出
の
書
簡
の
判
読
に
つ
い
て
絶
大
な
御

助
力
を
い
た
だ
い
た
。
併
せ
て
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。 

注 ⑴ 

京
都
府
教
育
研
究
所
編
『
京
都
府
教
育
史 

戦
後
の
教
育
制
度
沿
革
』
（
京
都
府
教

育
研
究
所
、
一
九
五
六
）
一
四
七
～
一
五
一
頁
参
照
。 

⑵ 

戦
後
の
学
制
改
革
に
よ
り
京
都
市
立
中
学
校
に
転
用
さ
れ
た
府
立
の
中
等
学
校
は
、

一
中
（
現
、
洛
北
高
校
）
、
二
中
（
現
、
鳥
羽
高
校
）
、
五
中
（
現
、
桂
中
学
校
）
、
嵯

峨
野
高
女
（
現
、
嵯
峨
野
高
校
）
の
四
校
で
あ
る
が
、
一
中
・
嵯
峨
野
高
女
は
昭
和
二

十
五
年
に
、
二
中
は
昭
和
五
十
九
年
に
府
に
返
還
さ
れ
た
が
、
五
中
は
返
還
さ
れ
る
こ

と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

⑶ 

川
口
靖
夫
「『
西
田
幾
多
郎
』
と
『
嵯
峨
野
高
等
女
学
校
』
―
矢
代
仁
兵
衛
、
片
岡

仁
志
の
『
念
願
』
―
」（『
京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校 

研
究
紀
要
』
第
十
四
号
所
収
、

二
〇
一
三
）
参
照
。 

⑷ 

嵯
峨
野
中
学
校
の
生
徒
は
、
前
年
の
昭
和
二
十
四
年
に
新
設
さ
れ
て
い
た
蜂
ケ
岡
中

学
校
に
収
容
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
五
年
、
洛
北
・
嵯
峨
野
が
復
元
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

学
区
編
成
が
実
施
さ
れ
た
。
洛
北
・
嵯
峨
野
と
も
に
、
昭
和
二
十
五
年
の
開
校
時
に
は

第
一
学
年
と
第
二
学
年
の
み
で
第
三
学
年
は
存
在
し
な
い
。
第
二
学
年
の
生
徒
は
、
昭

和
二
十
四
年
度
に
は
、
洛
北
・
嵯
峨
野
以
外
の
公
立
高
校
に
在
籍
し
て
い
た
が
、
こ
の

時
に
、
高
校
三
原
則
の
も
と
、
強
制
的
に
編
入
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

⑸ 

川
口
靖
夫
「
京
都
学
派
と
嵯
峨
野
高
校
」（『
書
論
』
第
三
十
九
号
所
収
、
二
〇
一
三
）。 

⑹ 

東
辻
保
和
「
新
村
出
先
生
と
校
歌
」
（
『
泰
山
木 

新
村
出
記
念
財
団
設
立
二
十
五

周
年
記
念
文
集
』
所
収
、
二
〇
〇
六
）
。 

⑺ 

伊
吹
文
明
氏
に
「
校
歌
に
対
す
る
思
い
」
を
メ
ー
ル
で
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
政
務

多
忙
（
国
会
会
期
中
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
即
刻
、
返
信
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
返
信

メ
ー
ル
に
拠
る
。 

⑻ 
『
嵯
峨
野
高
校
新
聞
』
第
二
十
号
（
昭
和
二
十
九
年
十
月
十
六
日
発
行
）
は
、「
京

都
府
立
嵯
峨
野
高
校
創
立
五
周
年
記
念
号
」
と
し
て
発
行
さ
れ
、
そ
の
中
に
事
業
内
容

及
び
予
算
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

事
業
内
容 



 

 

○
校
旗
調
製
費 

 
 
 
 
 

二
〇
・
九
〇
〇 

○
校
歌
作
成
費 

 
 
 
 

 

五
〇
・
〇
〇
〇 

（
作
曲
、
並
に
発
表
会
演
奏
会
費
を
含
む
） 

○
視
聴
覚
教
育
充
実
費 

 
 

 

テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー 

六
五
・
〇
〇
〇 

 
 

 

幻
灯
器 

 
 
 
 
 
 

一
九
・
五
〇
〇 

 
 

 

ス
ク
リ
ー
ン 

 
 
 
 
 

八
・
五
〇
〇 

 
 

 

格
納
箱 

 
 
 
 
 
 

一
五
・
〇
〇
〇 

 
 

 

設
備
費 

 
 
 
 
 
 

一
〇
・
〇
〇
〇 

 
 

 

（
遮
光
装
置
・
電
源
設
備
等
） 

○
記
念
式
典
費 

 
 

 
 
 

一
三
・
〇
〇
〇 

 
 

こ
の
他
に
（
案
内
・
接
待
・
会
場
な
ど
） 

○
生
徒
会
記
念
行
事
補
助 

 
 

三
・
〇
〇
〇 

○
記
念
新
聞
補
助 

 
 
 

 
 

五
・
〇
〇
〇 

○
印
刷
通
信
事
務
費 

 
 
 

 

四
・
九
五
九 

計 
 
 
 
 
 
 

 

二
一
四
・
八
五
〇 

⑼ 

團
伊
玖
磨
『
続
・
パ
イ
プ
の
け
む
り
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
七
）
二
七
四
頁
。 

⑽ 

永
田
和
宏
「
新
村
出
の
校
歌
」（『
も
う
す
ぐ
夏
至
だ
』
所
収
、
白
水
社
、
二
〇
一
一
）

二
〇
六
～
二
一
一
頁
。 

⑾ 

昭
和
三
十
四
年
四
月
、
初
代
校
長
の
中
南
忠
雄
は
洛
東
高
校
校
長
に
転
任
し
、
第
二

代
校
長
と
し
て
籔
田
尚
一
が
赴
任
し
た
。
籔
田
尚
一
が
新
村
出
に
宛
て
た
昭
和
三
十
七

年
三
月
一
日
の
卒
業
式
の
招
待
状
が
残
っ
て
い
る
（
書
簡
⑳
）
。
昭
和
三
十
五
・
三
十

六
年
の
招
待
状
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
招
待
状
が
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像

が
つ
く
。
つ
ま
り
、
中
南
忠
雄
異
動
後
も
新
村
出
と
嵯
峨
野
高
校
の
関
係
は
続
い
て
い

る
の
で
あ
る
。 

⑿ 

京
都
府
下
の
公
立
高
校
の
創
立
記
念
日
・
記
念
日
決
定
理
由
・
記
念
日
決
定
期
日
に

関
し
て
は
、
『
京
都
府
公
立
高
等
学
校
長
会
結
成
50
周
年
記
念
誌
』
（
京
都
府
公
立
高 

 

等
学
校
長
会
、
一
九
九
九
）
三
七
五
～
三
七
六
頁
に
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

⒀ 

「
矢
代
仁
兵
衛
氏
頌
徳
碑
」
碑
文
矢
代
仁
兵
衛
氏
頌
徳
文
は
、
以
下
の
通
り
。 

本
校
は
元
京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
女
学
校
と
称
し
昭
和
十
六
年
四
月
京
都
市
の
紳
商

矢
代
仁
兵
衛
氏
の
篤
志
に
よ
つ
て
創
立
を
見
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る 

氏
は
つ
と

に
育
英
の
志
厚
く
当
時
の
府
民
の
要
請
に
応
え
清
新
高
雅
な
学
園
の
創
設
を
念
願
せ

ら
れ
経
費
の
全
額
を
寄
附
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る 

和
敬
静
寂
は
氏
の
信
条
で
あ
り
そ

の
人
格
的
影
響
は
お
の
ず
か
ら
本
校
校
地
の
選
定
校
舎
の
建
築
ま
た
誇
る
べ
き
わ
が

校
風
の
中
に
こ
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る 

本
校
創
立
以
来
の
同
窓
生
な
ら
び
に
育

友
会
等
関
係
者
は
か
ね
て
よ
り
相
謀
り
氏
の
頌
徳
記
念
事
業
を
計
画
し
て
来
た
の
で

あ
る
が
よ
う
や
く
氏
の
応
諾
を
得
て
こ
こ
に
氏
の
筆
跡
「
道
」
を
石
に
録
し
悠
久
な 

る
校
運
の
隆
昌
と
高
邁
な
る
人
士
の
こ
の
地
に
よ
り
出
で
ん
こ
と
を
祈
念
せ
ら
れ
る

氏
の
精
神
を
景
仰
し
こ
れ
を
永
く
後
世
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る 

昭
和
三
十
六
年
八
月 

 
 

 
 

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
建
之 

              



 

 

《
資
料
編
・
書
簡
一
覧
》 

 

［
凡
例
］ 

＊
こ
れ
は
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
参
考
と
し
た
書
簡
（
封
書
・
葉
書
）
の
一
覧

で
あ
る
。
新
村
出
宛
書
簡
は
「
新
村
出
記
念
財
団
重
山
文
庫
」
、
中
南
忠
雄
宛
書

簡
は
「
京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
」
が
所
蔵
保
管
し
て
い
る
。
東
辻
保
和
宛
書

簡
は
東
辻
保
和
氏
の
個
人
蔵
で
あ
る
。 

＊
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
日
付
順
（
消
印
も
参
考
）
に
時
系
列
で
並
べ
て
あ
る
。 

＊
年
月
日
・
書
簡
名
称
（
便
宜
的
に
記
す
）
・
（
消
印
：
宛
先
：
差
出
）
、
本
文
の

順
に
記
し
た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
［
付
記
］
を
記
し
た
。 

＊
判
読
不
能
箇
所
は
■
と
し
た
。 

＊
書
簡
を
判
読
す
る
に
あ
た
り
、
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫 

理
事
・
名
和
修
文
庫
長

の
御
助
力
を
仰
い
だ
。
記
し
て
感
謝
す
る
。 

＊
書
簡
の
掲
載
に
当
っ
て
は
、
関
係
者
各
位
の
承
諾
を
得
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て

お
く
。 

 

①
昭
和
二
十
五
年
十
月
十
三
日
・
新
村
出
宛
矢
代
仁
兵
衛
封
書
（
折
紙
）
（
消
印
：
中
京

二
五
・
一
〇
・
一
四 

宛
先
：
上
京
区
小
山
中
溝
町
一
九 

新
村
出
様 

差
出
：京
都
市
右

京
区
龍
安
寺
住
吉
町
十
五 

矢
代
仁
兵
衛
） 

拝
復 

秋
光
の
佳
節
愈
〻
御
清
安
の
段
目
出
度
く
存
じ
上
げ
候
平
素
は
洵
に
御
無
音
に
打
ち

過
ぎ
殊
に
去
年
秋
娘
佳
婚
の
節
に
ハ
有
難
き
御
詞
を
頂
き
早
や
一
年
に
も
相
成
り
候

然
る
所
一
昨
〻
日
ハ
折
角
御
光
来
被
下
候
ひ
し
も
公
用
と
ハ
い
へ
外
出
い
た
し
居
り

そ
の
上
何
の
御
摂
待
も
仕
ら
ず
何
と
も
申
し
訳
も
無
之
候
か
ね

ぐ
よ
り
御
話
も
あ

り
こ
の
機
を
お
待
ち
申
し
居
り
候
次
第
に
て
か
ゝ
る
こ
と
少
し
に
て
も
お
間
に
合
ひ

候
は
ゞ
吾
等
の
日
頃
の
甲
斐
も
あ
り
こ
の
上
な
く
本
懐
に
存
入
候
御
気
分
も
向
け
ば

何
回
に
て
も
御
遠
慮
な
く
御
立
寄
り
御
来
遊
下
さ
れ
度
く
御
待
ち
申
し
居
り
候
皆
様 

 

に
よ
ろ
し
く 

十
月
十
三
日
夜 

仁
兵
衛 

拝 

新
村
出
老
先
生
様 

 

［
付
記
］
新
村
出
氏
と
矢
代
仁
兵
衛
氏
と
の
交
遊
が
何
時
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
書
簡
か
ら
昭
和
二
十
四
年
に
は
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。 

 

②
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
二
日
・東
辻
保
和
宛
新
村
出
封
書
（原
稿
用
紙
二
枚
）（消

印
・宛
先
：無
し 

東
辻
保
和
雅
契 

咲
覧 

差
出
：新
村
出
） 

昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
二
日
洛
北
紫
野
高
等
学
校
音
楽
室
に
東
辻
保
和
作
詞
奥
村

一
作
曲
の
校
歌
を
聴
き
て
詠
め
る
鄙
歌
五
首 

校
歌
う
た
ふ
を
と
め
を
ぐ
な
の
合
唱
は
紫
野
邊
の
空
に
ひ
び
か
ふ 

小
春
日
の
紫
野
邊
を
わ
が
ゆ
け
ば
を
と
め
を
ぐ
な
の
合
唱
き
こ
ゆ 

比
叡
み
ゆ
る
高
み
に
立
て
る
樂
堂
に
む
ら
さ
き
に
ほ
ふ
校
歌
ひ
び
き
ぬ 

き
ゝ
ほ
れ
て
ふ
た
ゝ
び
と
こ
ふ
ア
ン
コ
ル
の
老
い
の
拍
手
の
お
と
低
く
し
て 

感
激
の
老
い
の
な
み
だ
の
さ
き
だ
ち
て
吾
れ
が
言
葉
も
低
か
り
に
け
り 

七
十
九
叟 

重
山
逸
人 

 

［
付
記
］
本
書
簡
は
、
東
辻
保
和
氏
が
所
蔵
す
る
も
の
で
、
財
団
法
人
新
村
出
記
念

財
団
設
立
二
十
五
周
年
記
念
文
集
編
集
委
員
会
編
『
泰
山
木
』
（
二
〇
〇

六
）
所
収
の
東
辻
保
和
論
稿
「
新
村
出
先
生
と
校
歌
」
よ
り
引
用
し
た
。 

 
③
昭
和
二
十
九
年
十
月
九
日
・
中
南
忠
雄
宛
新
村
出
封
書
（便
箋
五
枚
）
（
消
印
：
西
陣

二
九
・
一
〇
・九 

宛
先
：
右
京
區
嵐
山
電
車
線
＝
常
盤
驛
附
近 

嵯
峨
野
高
等
學
校
々

長 

中
南
忠
雄
殿 

惠
展 

差
出
：上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九 

新
村
出
） 

本
日
ハ
貴
校
五
周
年
祝
賀
會
へ
の
御
案
内
状
い
た
ゞ
き
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
し
た
。 

 



 

 

参
上
い
た
し
た
さ
ハ
山
々
な
が
ら
本
月
初
め
よ
り
俄
か
の
冷
氣
の
た
め
風
邪
ニ
か
ゝ

り
咽
喉
を
痛
め
静
養
中
な
の
で
、
臥
床
中
で
あ
り
ま
す
の
で
と
て
も
こ
の
十
五
日
あ

さ
ま
で
に
本
復
い
た
し
参
上
の
儀
ハ
お
も
ひ
も
よ
ら
ず
、
ざ
ん
ね
ん
千
万
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
不
参
失
礼
さ
せ
て
い
た
ゞ
き
ま
す
。
た
ゞ
幸
に
先
月
以
來
再
度
嵯
峨
野
逍

遙
を
い
た
し
又
貴
校
の
ふ
ん
ゐ
氣
に
も
ひ
た
り
且
又
風
土
史
蹟
な
ど
を
大
観
い
た
し

な
ど
い
た
し
、
校
歌
試
作
の
高
興
正
に
到
り
腹
案
や
ゝ
進
み
、
精
神
氣
魄
い
さ
さ
か

昂
張
し
來
り
し
心
地
い
た
し
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
の
で
こ
の
神
慮
と
も
い
ふ
べ
き
契
機

を
捉
へ
て
、
病
間
、
客
を
謝
絶
し
一
向
専
念
の
上
、
修
辭
に
意
を
盡
く
し
つ
ゝ
構
想

を
完
う
し
、
天
來
の
妙
趣
を
綴
り
申
し
て
、
各
位
の
御
期
待
に
反
か
ざ
ら
む
や
う
い

た
し
た
い
と
存
じ
て
を
り
ま
す
。
か
く
て
矢
代
氏
の
高
嘱
に
も
應
へ
た
く
と
存
じ
て

を
り
ま
す
か
ら
、
何
卒
内
外
諸
賢
に
然
る
べ
く
右
の
如
き
心
地
と
覚
悟
と
を
お
つ
た

へ
下
さ
る
や
う
懇
願
い
た
し
ま
す
。
但
し
、
ど
ん
な
も
の
が
と
び
い
だ
す
か
、
自
分

ニ
も
わ
か
ら
ず
安
危
の
間
を
一
㐂
一
憂
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
に
か
く
本
月
末
ま
で

に
は
、
試
作
案
を
一
往
お
目
に
か
け
得
る
か
と
存
じ
て
を
り
ま
す
。
先
ハ
御
挨
拶
ま

で
。 

早
々 

昭
和
二
十
九
年
十
月
九
日 

新
村
出 

中
南
忠
雄
様 

石
川
春
之
助
様 

矢
代
氏
に
だ
け
ハ
、
こ
の
拙
簡
お
目
ニ
か
け
て
お
お
き
願
ひ
ま
す
。 

 

［
付
記
］
中
南
忠
雄
は
嵯
峨
野
高
校
初
代
校
長
、
石
川
春
之
助
は
育
友
会
会
長
。
な

お
、
本
書
簡
は
『
新
村
出
全
集
』
第
十
五
巻
七
〇
五
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
書
簡
本
文
八
行
目
「
心
地
い
た
し
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
の
で
こ
の
神
慮

と
も
い
ふ
べ
き
」
の
箇
所
を
『
全
集
』
は
「
心
地
い
た
し
て
ま
ゐ
り
候
。

こ
の
神
慮
と
も
い
ふ
べ
き
」
と
判
読
し
、
同
じ
く
最
終
行
「
矢
代
氏
に
だ

け
ハ
、
こ
の
拙
簡
」
の
箇
所
を
『
全
集
』
は
「
矢
代
氏
に
だ
け
ハ
こ
の
拙

い
句
」
と
判
読
し
て
い
る
が
誤
り
で
あ
る
。 

 

④
昭
和
二
十
九
年
十
月
二
十
九
日
・中
南
忠
雄
宛
新
村
出
葉
書
（消
印
：西
陣
二
十
九
・

十
・二
九 

宛
先
：右
京
區
嵯
峨
野 

嵯
峨
野
高
等
學
校
校
長
室 

中
南
忠
雄
様 

差
出
：

上
京
区
小
山
中
溝
十
九 

新
村
出
） 

先
般
矢
代
氏
ニ
も
申
出
で
ゝ
お
き
候
が
、
近
々
校
歌
の
試
作
初
稿
を
お
見
せ
申
し
た

く
、
又
同
時
に
作
曲
の
こ
と
に
つ
き
、
御
相
談
も
し
て
み
た
く
候
間
、
十
一
月
一
日

（
月
）
、
二
日
（
火
）
あ
た
り
の
午
後
前
ぶ
れ
の
お
電
話
ニ
て
御
照
會
の
上
、
御
來

談
下
さ
る
や
う
お
ふ
く
ミ
お
き
可
被
下
、
と
も
か
く
も
い
ろ

く
臨
機
の
突
発
の
事

も
起
る
や
も
し
れ
ず
候
ま
ゝ
念
の
た
め
午
前
中
お
電
話
願
上
候 

早
々 

 

⑤
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
二
日
・
中
南
忠
雄
宛
新
村
出
葉
書
（
消
印
：
西
陣
二
九
・
一

一
・四 

宛
先
：右
京
區
嵯
峨
野 

嵯
峨
野
高
等
學
校
々
長
室 

中
南
忠
雄
様 

差
出
：上

京
区
小
山
中
溝
町
十
九 

新
村
出
） 

過
日
ハ
電
話
ニ
て
申
上
候
如
く
、
小
生
の
方
ハ
決
し
て
急
ぐ
儀
ニ
ハ
無
之
、
実
ハ
世

外
人
と
て
暦
日
を
忘
れ
し
氣
味
ニ
て
、
文
化
の
日
前
後
を
念
頭
ニ
お
か
ざ
り
し
失
態

甚
だ
赧
顔
の
至
ニ
存
候
む
し
ろ
六
日
七
日
の
土
曜
日
曜
両
日
を
す
ぎ
来
週
、
月
、
火

等
の
午
後
早
々
に
で
も
、
一
往
お
電
話
ニ
て
御
照
會
の
上
、
御
出
向
の
や
う
願
置
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

早
々 

 

⑥
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
九
日
・
新
村
出
宛
中
南
忠
雄
封
書
（
折
紙
）
（
消
印
：
太
秦
二

九
・
一
一
・
九 

宛
先
：
市
内
上
京
区
小
山
中
溝
町 

新
村
出
先
生 

御
侍
史 

差
出
：
市

内
右
京
区
常
盤 

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校 

中
南
忠
雄
） 

拝
啓
爽
秋
の
候
先
生
に
は
益
〻
御
清
適
の
段
衷
心
御
慶
申
し
上
げ
ま
す 

扨
て
先
日

は
参
上
致
し
豫
て
御
願
ひ
に
及
び
ま
し
た
本
校
〻
歌
と
し
て
御
立
派
な
る
御
玉
詞
賜

は
り
且
つ
本
校
の
為
過
分
な
る
御
芳
志
の
数
〻
拝
承
い
た
し
誠
に
感
激
の
至
り
に
存

じ
た
る
次
第
で
御
座
い
ま
す 

早
速
矢
代
様
に
も
お
目
に
か
け
又
父
兄
會
現
員
諸
氏

に
も
披
露
い
た
し
先
生
の
御
芳
志
の
程
も
御
傳
へ
致
し
ま
し
た
る
所
皆
様
御
詞
と
申

し
又
先
生
の
御
懇
情
と
申
し
立
派
な
る
校
歌
を
得
ま
し
た
る
段
心
よ
り
喜
ん
で
頂
き 

 



 

 

ま
し
た
次
第
で
御
座
い
ま
す 

元
々
生
徒
の
魂
た
る
べ
き
校
歌
の
こ
と
と
て
若
し
先

生
を
煩
は
す
を
得
ば
唯
そ
れ
の
み
に
て
我
々
の
喜
び
と
存
じ
厚
か
ま
し
く
御
願
ひ
に

及
び
ま
し
た
所 

御
快
諾
賜
は
り
し
の
み
な
ら
ず
御
誠
意
溢
る
る
数
〻
の
御
心
遣
ひ

賜
は
り
ま
し
た
事
ハ
返
す

く
一
同
の
感
激
致
し
ま
す
所
で
御
座
い
ま
す 

就
い
て

は
早
速
御
挨
拶
申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま
し
た
が
小
生
本
日
よ
り
會
議
の
為
九
州
方
面

へ
出
張
致
し
ま
す
為
失
禮
い
た
し
ま
す
が
帰
京
後
何
れ
御
拝
眉
の
上
萬
〻
御
禮
申
し

上
度
き
存
念
で
御
座
い
ま
す 

尚
作
曲
に
就
い
て
も
先
生
を
煩
は
し
恐
縮
に
存
じ
ま

す
が
何
卒
宜
敷
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

末
筆
な
が
ら
向
寒
の
節 

先
生
に
は
一
層

御
大
切
の
程
祈
上
候 

以
上
取
敢
へ
ず
御
禮
方
〻
御
報
申
上
げ
る
次
第
で
御
座
い
ま

す 

敬
具 

十
一
月
九
日 

中
南
忠
雄 

新
村 

先
生 

御
侍
史 

 

⑦
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日
・
中
南
忠
雄
宛
新
村
出
封
書
（
便
箋
三
枚
）
（
消

印
：
上
京
二
九
・一
一
・
二
八 

宛
先
：
右
京
區
嵐
山
電
車
線
常
盤
驛
前 

嵯
峨
野
高
等
學

校
々
長
室 

中
南
忠
雄
様 

御
直
披 

差
出
：
京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九 

新
村

出
） 

一
昨
日
ハ
矢
代
氏
及
石
川
氏
御
同
伴
ニ
て
御
來
訪
、
御
懇
篤
な
る
御
礼
ニ
接
し
甚
だ

恐
し
ゆ
く
ニ
存
候
其
節
作
曲
ニ
付
配
慮
を
た
の
み
し
諸
井
三
郎
よ
り
何
等
通
信
ニ
接

せ
ず
心
も
と
な
き
旨
申
上
置
候
處
本
日
廿
七
日
午
後
、
同
人
妻
（
小
生
の
め
ひ
ニ
當

る
も
の
）
よ
り
葉
書
ま
ゐ
り
、
延
引
申
候
事
情
判
明
い
た
し
安
心
い
た
し
候
要
旨
に

云
へ
る
ハ
小
生
よ
り
音
信
ニ
對
す
る
返
書
大
い
に
延
引
ニ
及
べ
る
ハ
、
拙
簡
と
行
き

ち
が
［
ひ
］
御
主
人
、
一
週
間
ほ
ど
四
國
に
主
張
し
て
（
十
一
月
）
十
九
日
帰
京
せ

し
と
こ
ろ
、
非
常
に
疲
労
し
休
養
中
、
不
在
中
の
用
事
公
私
共
ニ
繁
忙
中
な
る
為
め

返
信
お
く
れ
■
■
■
■
、
小
生
よ
り
の
依
頼
ニ
つ
き
て
考
慮
罷
在
候
ニ
つ
き
、
遠
か

ら
ず
返
事
を
よ
こ
す
と
い
ふ
次
第
ニ
つ
き
、
云
々
、
と
の
こ
と
に
つ
き
、
そ
の
中
ニ

指
示
い
た
し
よ
こ
す
こ
と
と
存
居
り
、
何
卒
右
の
儀
、
お
序
に
矢
代
氏
及
石
川
氏
ニ 

 

も
そ
れ

ぐ
御
鳳
聲
下
さ
れ
度
、
右
得
貴
意
度
如
斯
ニ
候
也 

敬
具 

昭
和
二
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日
夜 

新
村
出 

中
南
忠
雄
様 

石
川
育
友
会
長
の
寓
所
及
そ
の
完
全
な
る
姓
名
お
序
で
の
節
ニ
て
よ
ろ
し
く
候
ま
た

御
一
報
被
下
候
ハ
バ
幸
ニ
候 

 

［
付
記
］
諸
井
三
郎
（
一
九
〇
三
～
七
七
）
は
、
新
村
出
の
親
戚
筋
の
作
曲
家
。
昭

和
四
〇
年
か
ら
五
一
年
ま
で
東
京
都
交
響
楽
団
音
楽
監
督
。
昭
和
二
六
年

に
京
都
市
市
歌
（
藤
山
於
菟
路
作
詞
）
を
作
曲
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

書
状
六
行
目
最
初
、
「
ち
が
御
主
人
」
の
二
字
目
と
三
字
目
の
間
、
脱
字

が
あ
る
と
考
え
「
ち
が
［
ひ
］
御
主
人
」
と
し
た
。 

 

⑧
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
一
日
・
中
南
忠
雄
宛
新
村
出
封
書
（
便
箋
三
枚
）
（
消
印
：
上

京
二
九
・
一
二
・
一 

宛
先
：
右
京
區
嵐
電
線
常
盤
驛
西 

嵯
峨
野
高
等
學
校
々
長
室 

中
南
忠
雄
殿 

至
急
恵
展 

差
出
：上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九 

新
村
出
） 

本
日
漸
く
諸
井
氏
よ
り
別
紙
の
如
く
委
嘱
候
補
の
作
曲
家
、
二
人
の
姓
名
を
推
薦
い

た
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
小
生
よ
り
ハ
重
ね
て
そ
の
二
人
の
住
所
と
職
名
（
公
私
い

づ
れ
か
）
と
を
至
急
し
ら
せ
て
く
れ
る
や
う
た
の
ん
で
お
き
ま
し
た
。
い
づ
れ
も
小

生
未
知
未
識
に
て
、
斯
界
の
新
人
と
存
候
が
諸
井
氏
の
回
答
、
頗
る
簡
単
ニ
し
て
小

生
の
如
き
斯
道
の
こ
と
斯
界
の
人
事
、
共
々
全
く
知
ら
ぬ
も
の
に
と
り
て
は
困
却
の

至
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
住
所
わ
か
り
次
第
、
何
と
か
貴
方
よ
り
お
手
を
ま
は
し
て

戴
け
ま
す
ま
い
か
、
何
卒
御
考
慮
を
願
ひ
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。
或
ハ
紫
野
高
校
長
等

ニ
私
的
ニ
、
電
話
ニ
て
で
も
あ
ち
ら
（
紫
野
）
に
て
ハ
如
何
な
る
手
順
ニ
て
、
た
の

み
こ
み
又
作
曲
出
來
せ
る
月
日
（
期
日
）
等
お
き
ゝ
な
さ
れ
て
は
如
何
で
せ
う
か
。

又
別
に
小
生
の
知
人
を
經
て
尋
ね
て
み
よ
う
と
も
お
も
つ
て
ゐ
ま
す
。
右
と
り
あ
へ

ず
中
間
報
道
等
の
ミ 

 
 
 

十
二
月
一
日 
新
村
出 
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中
南
忠
雄
様 

追
申 

作
曲
家
二
名
（
柴
田
、
團
の
二
氏
）
の
う
ち
ま
づ
前
者
を
先
き
に
い
た
し
、
前
者
拒

否
せ
し
と
き
、
後
者
ニ
及
ぶ
や
う
し
て
は
如
何
か
と
存
候
が
い
か
な
こ
と
か
に
や
、

こ
れ
も
併
せ
て
御
考
置
可
然
候 

早
々 

 

⑨
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
四
日
・
中
南
忠
雄
宛
新
村
出
封
書
（
便
箋
三
枚
）
（
消
印
：
西

陣
二
九
・
一
二
・
五 

宛
先
：
右
京
區
常
盤
段
ノ
上
町
十
五 

嵯
峨
野
高
等
學
校
々
長 

中

南
忠
雄
殿 

差
出
：
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九 

新
村
出
） 

中
南
忠
雄
様 

侍
史 

一
昨
日
ハ
わ
ざ

く
お
使
を
以
て
御
送
り
の
御
書
状
及
諸
井
氏
よ
り
の
書
面
正
ニ
接

手
仕
候
、
本
日
別
信
葉
書
の
如
く
諸
井
氏
よ
り
作
曲
者
の
事
申
し
参
り
候
に
つ
き
不

取
敢
貴
覧
ニ
供
し
候
御
考
慮
の
上
ど
ち
ら
か
に
御
高
嘱
御
開
始
有
之
度
候
諸
井
氏
よ

り
作
詞
者
（
新
村
）
ニ
向
け
推
擧
あ
り
し
ニ
つ
き
、
御
依
頼
申
上
候
段
御
附
記
あ
り

候
や
う
な
さ
れ
て
は
如
何
か
と
存
候
、
作
曲
家
二
氏
ニ
つ
き
て
は
小
生
何
ら
し
る
所

な
き
も
、
い
づ
れ
を
選
ば
る
ゝ
か
も
何
ら
意
見
無
之
候
も
、
若
し

く
京
都
市
内
の

音
楽
家
等
に
就
き
て
御
相
談
の
上
、
御
評
議
あ
る
方
む
し
ろ
妥
當
か
と
存
候
、
作
曲

の
期
限

○

○

な
ど
に
関
し
て
も
御
熟
慮
可
有
之
も
自
然
な
る
べ
く
や
。
尚
又
清
書
の
上
、

假
名
等
を
附
し
て
當
該
作
曲
家
に
お
た
の
ミ
ニ
な
る
前
ニ
爲
念
拙
稿
檢
閲
再
吟
味
も

い
た
し
度
、
近
日
（
御
都
合
よ
ろ
し
き
日
時
）
貴
所
又
ハ
副
校
長
又
ハ
國
語
主
任
の

教
師
御
來
訪
被
下
候
や
う
希
望
申
上
候 

敬
具 

昭
和
二
十
九
年
十
二
月
四
日
（
土
） 

新
村
出 

 

⑩
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
十
二
日
・
中
南
忠
雄
宛
諸
井
三
郎
封
書
（
便
箋
一
枚
）
（
消

印
：
中
野
二
九
・
一
二
・
一
三 

宛
先
：
京
都
市
右
京
区
常
盤
段
ノ
上
町 

京
都
府
立
嵯
峨

野
高
等
学
校 

中
南
忠
雄
様 

差
出
：
東
京
都
中
野
区
千
光
前
町
二
十 

諸
井
三
郎
） 

 

前
略 

御
手
紙
拝
見
致
し
ま
し
た
。
新
村
様
へ
は
既
に
御
伝
え
し
ま
し
た
が
、
依
頼

者
が
高
校
で
す
か
ら
、
予
算
等
率
直
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
御
依
頼
に
な
れ
ば
結
構
と
思

い
ま
す
。
団
君
へ
は
私
の
名
刺
を
同
封
し
て
お
き
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
御
使
用
下
さ

い
。
立
派
な
校
歌
の
出
来
ま
す
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
で
は
取
急
ぎ
御
返
事
の

み
に
て
失
礼
い
た
し
ま
す
。 

十
二
月
十
二
日 

諸
井
三
郎 

中
南
忠
雄
様 

 

⑪
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
十
六
日
・中
南
忠
雄
宛
新
村
出
封
書
（四
百
字
詰
原
稿
用
紙

三
枚
）
（
消
印
：
■
■
二
九
・
一
二
・
一
七 

宛
先
：
右
京
区
常
盤 

嵯
峨
野
高
等
學
校
長 

中
南
忠
雄
様 

恵
展 

差
出
：上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九 

新
村
出
） 

團
伊
玖
磨
氏
ニ
作
曲
を
依
頼
す
る
書
状 

拝
啓
突
然
な
が
ら
一
書
さ
し
あ
げ
る
こ
と
を
お
許
し
願
ひ
ま
す
。
或
は
す
で
に
京
都

市 
 

嵯
峨
野
高
等
学
校
長
中
南
忠
雄
氏
か
ら
諸
井
三
郎
君 

 
 
 

の
推
薦
及
び

小
生
か
ら
の
懇
願
に
由
つ
て
、
こ
の
ほ
ど
小
生
が
同
校
学
生
の
う
た
ふ
校
歌
を
作
り

ま
し
た
に
つ
い
て
は
、
貴
下
の
御
作
曲
を
煩
し
た
い
旨
の
切
實
な
る
お
願
ひ
を
申
し

あ
げ
た
か
と
存
じ
ま
す
。
小
生
は
元
々
音
楽
の
こ
と
に
至
つ
て
疎
く
、
作
曲
及
楽
譜

の
こ
と
に
は
無
智
に
つ
き
、
最
初
よ
り
件
曲
の
方
に
は
無
頓
着
に
、
た
だ
小
生
の
古

典
趣
味
の
上
よ
り
、
且
又
京
都
の
地
方
性
の
上
よ
り
、
典
雅
に
の
み
作
詞
を
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
、
作
曲
上
御
迷
惑
の
儀
も
お
あ
り
か
と
存
じ
ま
す
が
、
何

卒
同
校
の
爲
に
優
秀
な
詞
曲
と
な
り
て
永
く
師
徒
父
兄
等
を
感
喜
せ
し
め
、
嵯
峨
野

の
雅
致
と
相
俟
つ
て
、
京
都
内
外
遠
近
に
響
か
せ
た
い
と
念
願
い
た
し
て
を
る
や
う

な
次
第
で
あ
り
ま
す
る
の
で
、
御
繁
激
を
も
顧
み
ず
、
特
に
懇
願
申
し
あ
げ
る
わ
け

て
ご
ざ
い
ま
す
。
冀
く
は
、
こ
の
未
熟
な
る
小
生
の
処
女
作
た
る
校
歌
を
し
て
、
御

無
理
か
と
存
じ
つ
ゝ
も
、
貴
下
の
御
協
力
に
依
り
て(

小
生
と
し
て
は
僭
越
の
至
り
な

が
ら)

詞
と
曲
と
双
美
の
域
に
達
せ
し
め
る
や
う
格
段
の
御
厚
配
を
ね
が
ふ
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
實
は
小
生
学
士
院
出
席
な
ど
便
宜
東
上
の
節
に
、
拙
作
歌
詞
携
提
の
上
、 

 

マ
マ 

区 右
京 

小
生
近
親 

の
姻
戚 

マ
マ 



 

 

学
校
長
と
も
同
道
拝
趨
も
い
た
し
、
或
は
更
に
諸
井
氏
に
も
賛
助
を
乞
は
ん
か
な
ど
、

私
か
に
夢
想
を
い
た
り
居
り
ま
し
た
が
、
こ
の
嚴
冬
中
は
殊
に
老
齢
の
旅
行
は
堪
へ

が
た
き
の
み
か
、
他
の
人
々
に
も
亦
年
末
に
て
も
あ
り
、
出
動
懇
願
の
儀
叶
は
ざ
る

事
、
御
諒
察
に
あ
づ
か
る
こ
と
に
い
た
し
、
略
儀
な
が
ら
、
書
面
を
以
て
、
上
記
の

中
南
校
長
よ
り
の
御
願
ひ
に
対
し
て
聊
か
力
添
へ
を
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
し
た
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
学
校
長
の
願
意
を
お
容
れ
下
さ
い
ま
す
や
う
に
。
敬
具 

昭
和
二
十
九
年
十
二
月
十
六
日 

新
村
出 

團
伊
玖
麿
様 

（
右
、
初
め
か
ら
原
稿
を
作
ら
ず
、
い
き
な
り
構
文
し
て
し
ま
つ
た
の
を
、
逆
に
コ

ピ
イ
を
と
ら
せ
た
る
た
め
、
宅
の
学
生
に
か
ゝ
せ
ま
し
た
の
で
、
文
致
の
と
ゝ
の
は

ぬ
所
が
多
う
ご
ざ
い
ま
す
が
、
面
倒
で
す
か
ら
こ
の
ま
ゝ
に
い
た
し
ま
す
。
）
出 

先
般
ハ
校
歌
作
曲
の
事
ニ
つ
き
御
來
談
ニ
あ
づ
か
り
候
處
そ
の
後
い
ろ

く
の
事
情

重
な
り
候
た
め
非
常
ニ
延
引
い
た
し
申
訳
な
く
候
本
日
、
別
紙
コ
ピ
イ
の
如
く
團
氏

宛
依
頼
状
を
十
二
月
十
六
日
附
、
明
十
七
日
あ
さ
速
達
便
を
以
て
作
曲
者
ニ
向
け
發

送
い
た
す
は
ず
に
い
た
し
候
間
さ
や
う
御
承
知
置
き
下
さ
れ
た
く
候 

先
ハ
右
得
貴

意
度
如
斯
ニ
候
也 

早
々 

昭
和
二
十
九
年
十
二
月
十
六
日
夜 

新
村
出 

中
南
忠
雄
様 

 

［
付
記
］
『
新
村
出
全
集
』
第
十
五
巻
七
〇
六
頁
の
「
団
伊
玖
磨
宛
」
書
簡
は
、
新

村
出
が
書
生
に
筆
写
さ
せ
た
こ
の
書
簡
を
元
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
明
ら
か
に
書
生
が
誤
写
し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
は
、
『
全
集
』
掲

載
時
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
書
状
の
三
行
目
「
小
生
か
ら
の
懇
願
」
を
「
学

生
か
ら
の
懇
願
」
に
、
書
状
の
最
後
「
團
伊
玖
麿
」
を
「
團
伊
玖
磨
」
に
、

の
二
箇
所
で
あ
る
。 

 
 
 
 

な
お
、
消
印
の
部
分
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
た
め
、
投
函
先
は
不
明
で
あ

る
が
、
前
後
の
書
簡
か
ら
「
上
京
」
か
「
西
陣
」
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。 

⑫
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
十
八
日
・
新
村
出
宛
中
南
忠
雄
封
書
（
折
紙
）
（
宛
先
：
新
村

出
先
生
御
侍
史 

差
出
：
京
都
市
右
京
區
常
盤
段
ノ
上
町
十
五
番
地 

京
都
府
立
嵯
峨

野
高
等
學
校
長 

中
南
忠
雄
） 

拝
啓
寒
氣
頓
に
加
は
り
候
處
先
生
に
は
其
の
後
御
清
祥
に
て
御
過
し
披
遊
候
趣
衷
心

御
慶
び
申
し
上
げ
候 

扨
て
先
日
は
校
歌
作
曲
依
頼
の
件
に
つ
き
御
邪
魔
申
し
上
げ 

種
〻
御
配
意
賜
は
り
有
り
難
く
存
候 

又
此
の
事
に
関
し
昨
日
御
親
書
頂
き
一
方
な

ら
ざ
る
御
配
慮
の
程 

重
〻
感
謝
の
外
無
之
候 

実
は
先
日
御
出
會
致
し
御
決
定
を

頂
き
候
直
後
先
諸
井
先
生
に
当
方
の
意
志
並
に
事
情
等
一
度
御
相
談
申
し
上
る
と
共

に
豫
め
御
依
頼
申
し
上
げ
度
速
達
を
以
つ
て
御
手
紙
差
し
上
げ
候
處
折
返
し
團
先
生

へ
の
紹
介
状
を
添
へ
御
了
承
の
御
返
書
頂
き
候
處
先
生
の
御
親
書
頂
く
よ
り
数
日
前

團
先
生
宛
正
式
御
依
頼
状
差
上
候
次
第
に
候
未
だ
御
返
書
は
到
ら
ず
候
へ
共
諸
井
先

生
の
御
紹
介
と
申
し
特
に
先
生
の
御
懇
篤
な
る
御
言
葉
添
を
頂
き
し
こ
と
ゝ
て
必
ず

や
御
承
引
賜
は
る
こ
と
と
信
じ
然
る
重
〻
の
御
配
慮
重
ね
て
御
厚
禮
申
し
上
げ
候 

猶
先
日
歌
詞
御
染
筆
に
就
い
て
も
御
無
理
申
し
上
げ
候
處
是
亦
御
快
諾
賜
は
り
有
り

難
く
御
禮
申
し
上
候
就
い
て
は
用
紙
御
言
葉
に
甘
え
使
を
以
つ
て
御
届
け
申
し
上
げ

候
何
卒
宜
敷
御
承
了
上
候 

先
は
取
急
ぎ
紙
上
失
禮
な
が
ら
御
報
告
並
御
禮
ま
で
申

し
上
げ
候 

年
末
も
折
迫
り
且
は
寒
冷
の
候 

先
生
に
は
御
い
と
ひ
の
上 

益
〻
御

多
祥
の
程
切
念
仕
候 

敬
具 

昭
和
廾
九
年
十
二
月
十
八
日 

嵯
峨
野
高
等
学
校 

中
南
忠
雄 

新
村
先
生 

御
侍
史 

 

［
付
記
］
封
書
に
宛
先
が
無
い
こ
と
か
ら
、
関
係
者
（
中
南
忠
雄
あ
る
い
は
中
南
忠

雄
の
命
を
受
け
た
人
物
）
が
直
接
新
村
出
へ
持
参
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

⑬
昭
和
三
十
年
一
月
十
五
日
・
中
南
忠
雄
宛
新
村
出
葉
書
（消
印
：
上
京
三
〇
・
一
・
一

六 

宛
先
：右
京
區
嵐
山
電
車
線
常
盤 

嵯
峨
野
高
等
學
校 

中
南
忠
雄
殿 

差
出
：
上

京
区
小
山
中
溝
町
十
九 

新
村
出
） 

 

マ
マ 



 

 

新
年
お
目
出
た
う
存
じ
ま
す
。
さ
て
旧
臘
中
、
作
曲
家
（
團
氏
）
よ
り
何
等
か
の
返

答
が
あ
り
ま
し
た
か
、
當
方
に
は
直
接
ニ
も
間
接
ニ
も
、
何
と
も
申
し
て
き
ま
せ
ん

か
ら
、
諸
井
氏
の
方
へ
の
年
賀
葉
書
の
あ
と
の
添
へ
書
き
に
、
そ
ち
ら
（
諸
井
）
よ

り
も
、
一
言
あ
ち
ら
（
團
氏
）
へ
よ
ろ
し
く
言
葉
添
へ
を
し
て
、
承
諾
し
て
く
れ
る

や
う
に
希
望
す
る
と
、
申
し
て
や
り
ま
し
た
。
十
日
よ
り
以
前
（
五
日
以
後
）
で
す
。

こ
れ
ハ
ま
だ
何
の
手
ご
た
へ
ハ
あ
り
ま
せ
ん
。
い
さ
ゝ
か
氣
が
ゝ
り
ニ
も
な
り
一
言

申
上
げ
て
お
き
ま
す
。 

昭
和
三
十
年
一
月
十
五
日
成
人
の
日
の
夕 

 

⑭
昭
和
三
十
年
一
月
二
十
三
日
・
中
南
忠
雄
宛
新
村
出
葉
書
（
消
印
：
西
陣
三
〇
・
一
・

二
三 

宛
先
：
右
京
區
嵯
峨
野
常
盤
駅
前
常
盤 

嵯
峨
野
高
等
學
校
々
長 

中
南
忠
雄

様 

差
出
：
新
村
出
） 

本
日
、
多
分
そ
ち
ら
に
も
團
氏
か
ら
返
事
が
ま
ゐ
り
し
こ
と
ゝ
存
候
が
、
む
ろ
ん
承

諾
で
あ
り
、
（
返
事
が
お
く
れ
た
の
は
、
新
曲
の
「
オ
ペ
ラ
」
構
成
中
な
り
し
た
め

と
云
）
二
月
の
初
め
こ
ろ
に
は
新
作
曲
（
校
歌
の
）
を
送
る
筈
と
の
事
、
そ
の
あ
と

に
て
、
旅
行
の
つ
い
で
に
、
入
洛
來
訪
の
事
も
か
き
そ
へ
て
あ
り
ま
し
た
。
す
ぐ
お

宅
へ
電
話
を
と
お
も
ひ
、
帳
面
を
く
り
ま
し
た
が
、
お
名
前
が
み
え
ず
、
そ
の
ま
ゝ

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
葉
書
を
さ
し
出
し
た
次
第
、
こ
れ
が
到
着
前
、
す
で
に

御
存
じ
に
な
つ
た
ら
う
と
想
像
し
ま
し
た
が
。
昨
日
の
夕
刊
、
貴
校
増
築
費
の
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
由
を
報
じ
、
私
か
に
慶
祝
し
て
ハ
ガ
キ
を
以
て
賀
辞
を
呈
せ
ん
か
と

お
も
ひ
て
翌
朝
、
こ
の
吉
報
ニ
接
し
、
老
人
甚
だ
う
れ
し
く
存
じ
ま
し
た
。 

 

⑮
昭
和
三
十
年
一
月
・
中
南
忠
雄
宛
團
伊
玖
磨
葉
書
（
消
印
：
神
奈
川
葉
山
三
〇
・
一
・

二
一 

宛
先
：
京
都
市
右
京
区
常
盤
段
ノ
上
町
十
五 

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
學
校 

中

南
忠
雄
先
生 

差
出
：
神
奈
川
県
葉
山
一
色 

團
伊
玖
磨
） 

明
け
ま
し
て
お
目
出
度
う
存
じ
ま
す
。
過
日
は
御
丁
重
な
る
御
手
紙
有
難
う
存
じ
ま

し
た
。
校
歌
の
作
曲
大
へ
ん
お
く
れ
ま
し
た
が
今
月
末
か
二
月
早
々
に
お
送
り
申
し 

 

上
げ
ま
す
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
づ
は
御
返
事
ま
で
。 

 

⑯
昭
和
三
十
年
三
月
三
日
・中
南
忠
雄
宛
新
村
出
封
書
（
便
箋
二
枚
）
（
消
印
：
西
陣
三

〇
・三
・四 

宛
先
：右
京
區
嵐
電
常
盤
驛 

嵯
峨
野
高
等
學
校
々
長 

中
南
忠
雄
様 

差

出
：上
京
區
小
山
中
溝
町
十
九 

新
村
出
） 

本
日
ハ
お
使
を
以
て
明
後
六
日
の
貴
校
卒
業
式
へ
の
御
招
待
を
受
け
御
芳
志
あ
り
が

た
う
存
候
、
早
朝
に
て
も
あ
り
参
上
の
儀
ハ
む
つ
か
し
か
る
べ
く
失
礼
の
段
お
ゆ
る

し
可
被
下
候
暖
氣
の
節
に
て
も
か
く
早
き
時
間
ニ
ハ
、
真
夏
ハ
と
も
か
く
拝
趨
の
儀

不
可
能
ニ
近
き
こ
と
何
卒
御
寛
恕
可
被
下
、
よ
し
参
上
祝
賀
申
す
と
い
た
し
候
と
も

御
式
終
了
後
、
貴
室
ま
で
に
て
も
と
存
居
候
正
午
以
後
ニ
成
る
こ
と
を
御
宥
る
し
希

上
候
、
と
に
か
く
團
氏
よ
り
の
作
曲
未
着
の
こ
と
、
御
同
憂
の
至
ニ
候
も
も
ハ
や
六

日
の
御
用
ニ
ハ
立
ち
申
す
ま
じ
く
遺
憾
無
上
ニ
存
候
小
生
よ
り
一
電
を
と
も
お
も
ひ

つ
き
し
も
や
ハ
り
無
効
果
な
る
べ
く
と
諒
ら
め
申
候
か
へ
す

ぐ
も
ざ
ん
ね
ん
千
万

ニ
存
候 

早
々
拝
合 

昭
和
三
十
年
三
月
三
日 

新
村
出 

中
南
忠
雄
様 

 

［
付
記
］
書
状
の
最
後
、
「
早
々
拝
合
」
は
「
早
々
拝
答
」
の
誤
り
か
。 

 

⑰
昭
和
三
十
年
四
月
十
二
日
・
中
南
忠
雄
宛
新
村
出
葉
書
（消
印
：
上
京
三
〇
・
二
・
一

三 

宛
先
：
右
京
区
常
盤
段
ノ
上
町 

嵯
峨
野
高
校
々
長 

中
南
忠
雄
様 

差
出
：
上
京

区
小
山
中
溝
十
九 

新
村
出
） 

本
日
ハ
電
話
に
て
失
礼
申
上
候
積
日
の
鬱
憤
も
だ
し
が
た
く
、
如
何
ニ
い
た
さ
ば
、

よ
ろ
し
か
る
べ
き
か
と
苦
慮
も
い
た
し
、
又
善
處
の
妙
案
も
が
な
と
、
對
策
を
も
練

り
た
く
、
甚
だ
さ
し
出
が
ま
し
く
ハ
存
じ
候
ひ
し
も
、
率
直
ニ
愚
意
の
一
端
を
洩
ら

し
あ
げ
候
次
第
ニ
有
之
候
間
、
決
し
て
敢
て
遂
行
を
い
そ
ぎ
し
儀
に
て
も
な
く
候
條 

 

マ
マ 



 

 

何
卒
良
く

く
御
熟
議
の
上
ニ
て
御
相
談
を
伺
ひ
度
も
有
存
じ
居
候 

早
々 

 

⑱
昭
和
三
十
二
年
正
月
吉
日
・
中
南
忠
雄
宛
新
村
出
年
賀
状
（
消
印
：
京
都
北
三
〇
・

一
・
二
五 
宛
先
：
右
京
區
常
盤
段
ノ
上
町
一
五 

中
南
忠
雄
様 

差
出
：京
都
市
北
區
小

山
中
溝
町
十
九
番
地 

新
村
出
） 

謹
賀
新
年 

昭
和
三
十
二
年
正
月
吉
日 

京
都
市
北
區
小
山
中
溝
町
十
九
番
地 

新
村
出 

（
添
え
書
き
） 

昨
秋
ハ
御
厚
意
の
数
々
、
又
寫
真
の
御
配
慮
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
殊
に
校
歌
の

合
唱
ニ
ハ
わ
れ
な
が
ら
そ
の
音
調
に
感
激
し
感
泣
い
た
し
ま
し
た
。 

即
興
一
首 

わ
が
作
と
お
も
ハ
れ
ぬ
ま
で
そ
の
調
の
よ
く
整
ひ
て
こ
ゝ
ろ
高
み
ぬ 

 

⑲
昭
和
三
十
二
年
三
月
一
日
・
中
南
忠
雄
宛
新
村
出
葉
書
（
消
印
：
京
都
北
三
二
・
三
・

一 

宛
先
：
右
京
区
嵯
峨
野 

府
立
嵯
峨
野
高
校 

中
南
忠
雄
様 
差
出
：北
区
小
山
中

溝
十
九 

新
村
出
） 

拝
復
本
日
ハ
わ
ざ

く
お
使
に
て
本
月
四
日
の
貴
校
卒
業
式
へ
御
招
待
を
蒙
り
ま
し

て
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
す
。
然
る
處
昨
今
の
寒
さ
に
て
は
拝
趨
の
儀
む
つ
か
し
か
る

べ
く
、
何
卒
不
参
の
儀
御
寛
容
願
ひ
ま
す
。
い
づ
れ
五
月
頃
ニ
も
な
ら
ば
ゆ
る

く
参

上
も
い
た
し
え
ら
る
べ
く
、
近
頃
ハ
稀
に
、
よ
ん
ど
こ
ろ
な
き
為
ニ
、
暖
和
の
日
に

ハ
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
度
ハ
お
ゆ
る
し
希
ひ
ま
す
。 

 

⑳
昭
和
三
十
七
年
二
月
二
十
日
・
新
村
出
宛
籔
田
尚
一
封
書
（
折
紙
）
（
宛
先
：
新
村
出

様 

差
出
：
京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
長 

籔
田
尚
一
） 

拝
啓 

 

早
春
の
候
い
よ

く
御
健
勝
の
こ
と
ゝ
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す 

さ
て
来
る
三
月
一
日
（
木
）
午
前
十
時
よ
り
本
校
講
堂
に
お
い
て
本
年
度
卒
業
式
を

挙
行
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た 

嵯
峨
野
の
学
び
舎
に
勉
学
の
春
秋
を
重
ね
こ
ゝ
に
め
で
た
く
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
生

徒
た
ち
の
た
め
ぜ
ひ
と
も
御
繰
り
合
わ
せ
の
上
御
臨
席
を
賜
り
卒
業
生
の
新
ら
し
い

門
出
に
一
層
の
光
彩
を
お
そ
え
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
か
た
が
た
右
御
案
内
申
し

上
げ
ま
す 

昭
和
三
十
七
年
二
月
二
十
日 

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
長 

籔
田
尚
一 

新
村
出
様 

 

［
付
記
］
封
書
に
宛
先
が
無
い
こ
と
か
ら
、
関
係
者
（
籔
田
尚
一
あ
る
い
は
籔
田
尚

一
の
命
を
受
け
た
人
物
）
が
直
接
新
村
出
宅
へ
持
参
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。 

  


